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●今月の主な内容
特集　それいけ！地域おこし協力隊   2 ～ 4
中越大震災20年事業　オヂヤホタル   5
定額減税補足給付金（調整給付金）   7

ひと・まち・文化共創拠点ホントカ。完成見学会（6月2日）
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塩
殿
地
域
に
て
、
主
に
耕
作
放
棄
地
を
利
用

し
た
ワ
ラ
ビ
の
栽
培
、
高
齢
者
支
援
、
地
域
の

情
報
発
信
の
3
つ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
構
成
さ
れ
る
「T

チ

ー

ム

eam
O

お

ぢ

や

jiya

」
と
し
て
市
内
外
で
行
わ
れ
る
各
イ
ベ
ン

ト
に
出
店
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
除
草
作

業
が
忙
し
く
、
次
か
ら
次
へ
生
え
て
く
る
草
と

闘
い
の
日
々
で
す
。
終
わ
り
が
見
え
ず
途
方
に

暮
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
作
業
後
に
町
内
の

み
な
さ
ん
な
ど
と
一
杯
や
る
の
を
楽
し
み
に
日

　
　   

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕
組
み

　

三
大
都
市
圏
や
都
市
地
域
か
ら
人
材
を
地
方

自
治
体
が
受
け
入
れ
、
地
域
の
魅
力
や
地
元
産

品
の
開
発
・
販
売
・
P
R
、
農
林
水
産
業
へ
の

支
援
や
地
域
住
民
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う

制
度
で
す
。
任
期
は
最
長
3
年
間
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
治
体
か
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
、

地
域
の
た
め
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況

　

新
潟
県
内
で
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
多
種
多
様
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
隊
員
は
自
身
の
経
験
や

知
識
を
活
か
し
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

　

市
で
は
、
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
現
在
活
動
中
の
4
人
の
隊
員
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
に
ぎ
わ
い
交
流
課
交
流
推
進
係
☎
83
・
3
5
1
2

日
々
の
挑
戦
と
交
流

豊と
よ
だ田

　
裕ひ

ろ
き樹

さ
ん

そ
れ
い
け
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

?

々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。（
最
高
で
す
…
！
）
小

千
谷
へ
移
住
し
て
か
ら
健
康
的
な
生
活
に
な
り

2
年
間
で
14
㎏
ほ
ど
痩
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
農
業
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
に
興
味
が
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

大
阪
で
は
、
数
軒
隣
の
方
と
し
ゃ
べ

る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
塩
殿
地
域
に
来
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
の
方
と
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
た

だ
け
る
ほ
ど
、
み
な
さ
ん
親
切
に
し
て

い
た
だ
き
、
家
族
と
も
ど
も
喜
ん
で
い

ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
談

に
乗
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
助
け
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
私
も
そ
う
い
う
人
に
な

り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
担
当
：
塩
殿
地
区

▼
出
身
：
大
阪
府
松
原
市

▼
趣
味
：
お
話
を
す
る
こ
と

01小千谷を一言で表すと？

特 集

三大都市圏や都市地域

地方自治体

人材受け入れ

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
も
こ
の
取
組
を
推
進
し
て
お
り
、
令
和
5
年
度
に
は
全
国
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
数
が
7
2
0
0

人
と
な
り
過
去
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
25
年
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
導
入

し
、
令
和
6
年
6
月
時
点
で
、
こ
れ
ま
で
22
人
の
隊
員
が
退
任
し
、
う
ち
16
人
が
市
内
に
定
住
し
ま
し

た
。
退
任
後
も
、
菓
子
製
造
や
山
本
山
山
頂
カ
フ
ェ
の
運
営
な
ど
市
内
で
新
た
な
事
業
を
立
ち
上
げ
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
続
け
て
い
ま
す
。

【ミッション】 
地域の 

魅力発信

【ミッション】 
農林水産業 

への支援

【ミッション】 
地域住民の 

サポート
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㈱
Ａ
Ｓ
Ｆ
山
本
で
の
作
業
全
般
に
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
主
に
水
稲
が
中
心
と
な
り

ま
す
が
、
夏
は
山
本
山
で
作
っ
て
い
る
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
秋
は
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
冬
は
人
参
と
、
年

間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
作
物
を
育
て
、
出
荷
ま
で
見
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
多
種
多
様
な
作
業
が
あ
り
、
多
く
の

知
識
が
必
要
な
事
に
驚
き
ま
し
た
。
2
年
目
か
ら

は
「
さ
る
な
し
」
と
い
う
果
物
に
も
挑
戦
し
て
い

　

東
小
千
谷
夢
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
活
性
化

協
議
会
（
東
夢
協
）
を
活
動
拠
点
に
、「
よ
り
ど

こ
ろ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
運
営
を
し
な
が
ら
、
高
齢

者
の
た
め
の
移
動
支
援
や
除
雪
支
援
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
た

り
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。「
よ
り
ど
こ
ろ
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
新
鮮

な
野
菜
や
衣
料
品
な
ど
を
販
売
し
て
お
り
、
日

常
の
必
需
品
を
手
軽
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
シ
ョ

ッ
プ
を
目
標
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
活
動
も
2

年
目
に
突
入
し
、
広
島
市
の
都
会
か
ら
離
れ
て

農
業
の
多
様
性
と

進
化
を
学
ぶ

東
小
千
谷
の
活
性
化

阿あ

べ部
　
貴た

か
し志

さ
ん

廣ひ
ろ
い井

　
純じ

ゅ
んさ

ん

　

山
本
山
の
山
頂
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
作

っ
て
い
ま
す
。
作
業
自
体
は
大
変
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
山
と
空
に
囲
ま
れ
3
6

0
度
ど
こ
を
向
い
て
も
絵
に
な
る
景
色
の

中
で
の
仕
事
は
と
て
も

気
持
ち
よ
く
、
そ
ん
な

山
を
生
活
の
一
部
と
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
誇

ら
し
く
思
い
ま
す
。

　

小
千
谷
に
来
る
前
は
、
小
千
谷
と
言
え

ば
お
米
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
小
千
谷
で
生
活

し
て
み
る
と
、
山
菜
や
そ
ば
が
と
て
も
お

い
し
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

お
ぢ
や
ま
つ
り
や
風
船
一
揆
な
ど
、
四
季

折
々
の
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
め
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
小
千
谷
の
魅
力
が
も
っ

と
多
く
の
人
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
、
微

力
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
す
！

▼
担
当
：
山
本
地
区

▼
出
身
：
新
潟
県
新
潟
市

▼
趣
味
：
映
画
鑑
賞

▼
担
当
：
東
小
千
谷
地
区

▼
出
身
：
広
島
県
広
島
市

▼
趣
味
：
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

02

03

ま
す
。
少
量
で
す
が
山
本
山
で
収
穫
し
た
り
、

苗
木
を
育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
稲
面
積
が

年
々
増
え
て
い
く
中
で
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
触
れ
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
業

務
を
新
た
に
拡
大
で
き
な
い
か
模
索
中
で
す
。

大
き
く
見
れ
ば
、
年
間
通
し
て
同
じ
作
業
の
繰

り
返
し
の
よ
う
に
見
え

て
い
た
農
業
で
す
が
、

新
た
な
作
物
や
技
術
、

気
象
条
件
の
変
化
に
よ

っ
て
同
じ
年
は
二
度
と

な
い
ん
だ
な
と
実
感
す

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

小千谷を一言で表すと？

小千谷を一言で表すと？

小
千
谷
で
の
穏
や
か
な
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
山
本
山
や
城
山
な
ど
自
然
の
あ
ふ

れ
る
環
境
で
心
が
癒
さ
れ
、
小
千
谷
に
来
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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今
年
の
4
月
か
ら
「
う
ち
が
ま
き
絆
」
で
稲

作
を
中
心
と
し
た
農
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
作
業
に
必
要
な
大
型
特
殊
免
許
な
ど

の
資
格
取
得
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
習
を
受
け

て
い
ま
す
。
新
し
い
生
活
が
始
ま
っ
て
最
初
は

不
安
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
に
と
て
も
温
か
く

迎
え
ら
れ
、
こ
の
地
域
の
協
力
隊
に
着
任
す
る

こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
　  

新
た
な
仲
間
を
募
集
中

　

豊
か
な
自
然
、
美

し
い
風
景
、
そ
し
て

温
か
い
人
々
が
暮
ら

す
こ
の
街
で
の
活
動

を
希
望
す
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

※
応
募
者
は
、
3
大

都
市
圏
や
都
市
地

域
な
ど
か
ら
生
活
拠
点
（
住
民
票
）
を
小
千

谷
市
へ
移
す
こ
と
が
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
平
成
町
（
受
入
団
体
：
小
千
谷
市

　
平
成
商
店
街
協
同
組
合
）

■
主
な
活
動
内
容
／
S
N

S
な
ど
を
使
っ
た
広
報
活

動
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど

の
地
域
活
性
化
事
業
、
商

店
街
組
合
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

■
募
集
人
数
／
１
人

●
小
千
谷
観
光
協
会

■
主
な
活
動
内
容
／
小
千
谷
観
光
協
会
事
務
、

熱
気
球
団
体
「
チ
ー
ム
小
千
谷
」
運
営
事
務
、

熱
気
球
パ
イ
ロ
ッ
ト
免
許
取
得
、
山
本
山
高
原

の
魅
力
向
上
企
画
、
情
報

発
信

■
募
集
人
数
／
2
人

田
園
風
景
に
囲
ま
れ
た

新
生
活

内な
い
と
う藤

　
順ゆ

き
た
か孝

さ
ん

　

私
が
育
っ
た
地
域
で
は
、
雪
が
積
も

る
と
い
う
こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
、
少

し
で
も
積
も
る
と
大
騒
ぎ
に
な
る
よ
う

な
地
域
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
雪
の

中
、
日
常
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご

し
て
き
た
み
な
さ
ん
の
姿

を
見
て
、
た
く
ま
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

●
小
千
谷
市
ひ
と
・
ま
ち
・
文
化

　
共
創
拠
点
ホ
ン
ト
カ
。

■
主
な
活
動
内
容
／
ホ
ン
ト
カ
。
や
市
内
全
域

の
活
性
化

▽
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

▼
ホ
ン
ト
カ
。
内
で
も
の
づ
く
り
を
楽
し
む

　

こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
「
発
ア
ン
カ
ー
」

　

に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
を
活
用
し
た

も
の
づ
く
り
・
情
報
体
験

の
デ
ザ
イ
ン

▼
I
C
T
活
用
の
企
画
・
活

用
ス
キ
ル
の
向
上
支
援
に

よ
る
D
X
の
推
進

▽
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー

▼
市
内
小
・
中
学
校
や
高
等
学
校
と
連
携
し

た
探
究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
展
開

▼
市
内
小
・
中
学
校
や
高
等
学
校
の
児
童
・

生
徒
へ
の
メ
デ
ィ
ア
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向

上
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
と
、
ホ

ン
ト
カ
。
で
の
展
開

■
募
集
人
数
／
各
１
人

■
そ
の
他
／
今
後
、
若
栃
・
川
井
・
真
人
・
山

本
地
域
で
も
募
集
予
定
で
す
。

04

▼
担
当
：
内
ケ
巻
地
区

▼
出
身
：
山
口
県
山
口
市

▼
趣
味
：
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
歩
く

小千谷を一言で表すと？

　

今
は
田
植
え
の
作
業
に
没
頭
し
て
い
ま
す
が
、

田
園
風
景
が
日
ご
と
に
美
し
く
変
わ
る
様
子
に

感
動
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
中
の
作
業
で
疲

れ
が
た
ま
り
、
帰
宅
す
る
と
眠
気
に
襲
わ
れ
ま

す
。
こ
の
新
し
い
仕
事
や
生
活
に
慣
れ
る
こ
と

が
、
今
の
課
題
で
す
。

！

△詳細はこちら△詳細はこちら

△詳細はこちら

　

こ
の
他
に
も
、
地
域
産
業
の
振
興
と

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
企
業
連

携
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
も
3
人
活

動
し
て
い
ま
す
。



　中越大震災から20年。小千谷市は甚大な被害を受けながらも、人々が
助けあい、支えあい、さまざまな方々のご支援を賜りながら、美しく、
かけがえのないふるさとの復旧、復興を遂げました。これまでいただい
た多くの励ましとご支援に改めて感謝の思いを伝えるとともに、能登半
島地震からの1日も早い復興を願うメッセージを込めた感謝と希望の光
を灯します。

　市内商工関係団体と市で実行委員会を組織し、市民や事業所からの賛
同をいただき、市民総参加によるイベントを開催します。会場には、小
・中学生や市民のメッセージを込めた「ペットボタルR」を設置し、幻
想的な空間を演出します。ぜひ会場にお越しください。
■開催日／9月23日㉁～11月9日㈯
■点灯時間／午後5時30分～9時30分
※時期によって、多少前後します。
■会場／山本山山頂展望台広場
■ペットボタルR設置個数／5,000個

オヂヤホタル
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▶特設サイトはこちら

※イメージです

中越大震災20年事業

協賛金とメッセージを募集します
　オヂヤホタルの実施にあたり、市民のみなさんか
ら協賛金を募集します。また、協賛金にご協力いた
だいた方から、中越大震災の復興にあたった方々へ
の感謝や能登半島地震被災地の1日も早い復興を願う
メッセージを募集します。
■協賛金支払い・メッセージ記入方法／下記二次元

コードから手続きをお願いします。
■募集期間／～8月30日㈮
■その他
▷協賛金の一部は、能登半島地震の被

災地に寄附します。
▷山本山山頂のペットボタルRの設置

にご協力いただける方も募集してい
ます。同じく右記二次元コードから
詳細をご確認のうえ、お申し込みください。

イベント概要

イベント特設サイト
　今後「オヂヤホタル」の情報を随時
更新していきます。ぜひご覧ください。

※イメージです

■問い合わせ／オヂヤホタル実行委員会（事務局：環境共生課内）☎83-3566

「ペットボタルR」とは？
○太陽光発電パネル、充電池、LEDで構成されています。昼の太陽エネルギーで蓄電・発

電します。
○周囲が暗くなるとLEDが自動的に点灯し、15分間隔で変色しながら約4時間点灯します。
○LEDは、製品名の由来でもある「ほたる」のようにゆらめきながら、多数設置すること

でとても幻想的な空間を演出できます。

▲詳細はこちら

～感謝と希望のイルミネーション　OJIYA  HOTARU　illumination ～
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■
対
象
世
帯
／
基
準
日
（
令
和
6
年
6
月
3
日
）
に
お
い
て
、
小
千
谷
市
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
い
る
世
帯

●
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

世
帯
全
員
が
令
和
6
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

●
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

　

世
帯
全
員
が
令
和
6
年
度
分
の
住
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
で

あ
る
世
帯

※
右
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
も
、
令
和
5
年
度
小
千
谷
市
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
っ
た
世
帯
（
令
和
5
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
・

令
和
5
年
度
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
）
は
、
支
給
対
象
外
で
す
。

■
支
給
対
象
者
／
該
当
世
帯
の
世
帯
主

■
支
給
額
／
1
世
帯
当
た
り
10
万
円

※
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
は
、
子
ど
も
1
人
当
た
り
5
万
円
を
加
算

し
ま
す
。

■
支
給
方
法

●
「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
世
帯

　

公
金
受
取
口
座
を
登
録
済
み
で
、
市
で
公
金
受
取
口
座
の
確
認
が
で
き
た
世
帯

に
つ
い
て
は
「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
に
記

載
し
た
支
給
口
座
に
変
更
が
な
い
世
帯
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
「
確
認
書
」
が
届
い
た
世
帯

　

公
金
受
取
口
座
を
未
登
録
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
支
給
口
座
の
確
認
の
た
め
「
確

認
書
」（
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
支
給
要
件
確
認
書
）
を
送
付
し
ま
す
。
記
載

内
容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
封
し
た
返
信
用
封
筒
で
福
祉
課
に

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
／
10
月
31
日
㈭

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課
☎
83
・
3
6
1
5

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対
す
る

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

（
令
和
6
年
度
新
規
対
象
者
分
）

能登半島地震関連情報

災害義援金のお礼
●令和6年能登半島地震小千谷市民義援金

▶受付額：8,575,987円
　6月10日まで義援金を受け付け、市民のみなさん
から多大なご協力をいただきました。寄せられた義
援金は石川県へ送金します。みなさんの善意に感謝
いたします。

●日本赤十字社義援金
　日本赤十字社では、引き続き義援金
を受け付けています。
▶受付期間／～12月27日㈮

■問い合わせ／福祉課障がい福祉係☎83
　-3517

住家被害区分（棟） 配分額（1世帯あたり）
全壊 100万円
大規模半壊 75万円
中規模半壊 50万円
半壊 25万円
準半壊 10万円
一部損壊 2万円

▷詳細はこちら

り災証明書の交付について
　令和6年能登半島地震により被害を受けた住家について、り災証明書を
交付します。交付を希望する場合は申請してください。
■申請締切／7月31日㈬
■申請・問い合わせ／税務課資産税係☎83-3508

災害義援金を配分します
　令和6年1月1日に発生した能登半島地震により被災
された方に対して、新潟県の義援金配分委員会の配分
計画に基づき、右表のとおり義援金を配分します。
　り災証明書を交付した世帯へは、義
援金のご案内と振込先口座の申出書を
送付していますので、手続きをお願い
します。
■申請・問い合わせ／福祉課障がい福
　祉係☎83-3517

▷詳細はこちら
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　令和6年度税制改正により、6月から行われる定額減税において、減税
しきれないと見込まれる方に対し、その差額を給付金として支給します。

■対象者／小千谷市から令和6年度個人住民税が課税されている方のう
ち、定額減税可能額が令和6年分推計所得税額（令和5年分所得税額）
または令和6年度分個人住民税所得割額を上回る（減税しきれない）と
見込まれる納税義務者

※ただし、納税義務者本人の合計所得金額が1,805万円を超える場合は
対象外です。

■支給額／定額減税可能額が減税前の税額を上回る（減税しきれない）額
を1万円単位で切り上げた額

●令和6年分の所得税額は、令和6年1月から12月までの所得に
対して算定されますが、いち早く給付金をお届けするために、
令和5年の所得・扶養の状況から推計して給付額を算定しま
す。令和6年分の所得税額の確定後、給付額に不足があること
が判明した場合は、令和7年度に追加で給付予定です。

■問い合わせ
▷給付金の支給に関すること：福祉課☎83-3615
▷定額減税に関すること：税務課市民税係☎83-3508

■給付金の申請手続き・支給／給付金の対象となる方へは、市からお知らせの文書を送付します。文書の送付、
　給付金の支給は、令和6年7月下旬以降を予定しています。

❶マイナンバーカードで 
「公金受取口座の登録」を済ませている方

　「支給のお知らせ」を送付します。記載されている支給口座に
変更がない場合は、手続きの必要はありません。
※公金受取口座の登録を済ませていても、登録の時期が遅かっ

たなどの理由で口座の確認ができなかった場合は、❷の「確
認書」を送付する場合があります。

❷❶以外の方

　給付を受けるためには手続きが必要で
す。支給要件や支給口座を確認するため、

「確認書」を送付します。書類の返送また
はオンラインのどちらかで申請手続きを
してください。

所得税

住民税所得割額

調整給付金の算出方法

定額減税可能額 
3万円×（本人＋扶養親族数）

定額減税可能額 
1万円×（本人＋扶養親族数）

令和6年分推計所得税額（減税前） 
＝令和5年分所得税額

令和6年度 
住民税所得割額（減税前）

①所得税控除不足額 
（①＜0の場合は0）

①所得税控除不足額

②住民税所得割額控除不足額 
（②＜0の場合は0）

給付金額 
（1万円単位で切り上げて算出）②住民税所得割額控除不足額

定額減税 
         とは
　令和6年分の所得税と令
和6年度分の個人住民税に
ついて、納税者と配偶者を
含めた扶養親族1人につき、
所得税3万円・個人住民税
1万円（計4万円）が控除さ
れます。
　年間の合計所得金額が、
1,805万円（給与収入のみ
の場合は2,000万円）以下
などの要件を満たす人が対
象です。

不審な電話やメールに
ご注意ください。少し
でもおかしいと思った
ら家族や警察、市役所
に相談しましょう。

－

－

＋

＝

＝

＝

定額減税・給付金
詐欺にご注意ください

定額減税補足給付金
（調整給付金） ▶定額減税の詳細はこちら
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小
千
谷
に
夏
を
告
げ
る
二
荒
さ
ま
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
巫み

こ
じ
い

女
爺
人
形
お
ど
り
」
や
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
豊ほ

う
ね
ん
し
し
ま
い

年
獅
子
舞
」
が
上
演
さ
れ
る
ほ

か
、
二
荒
神
社
境
内
に
地
元
の
飲
食
店
な
ど
が
出
店
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
に
ぎ
わ
い
交
流
課
共
創
推
進
係
☎
82
・
2
7
2
4

お
ぢ
や
ま
つ
り
の
開
催
日
程
が
8
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰
に
決
定
し
ま
し
た
。

行
事
の
詳
細
は
、
8
月
上
旬
に
全
戸
配
布
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❶
有
料
観
覧
席

■
花
火
打
上
時
間
（
予
定
）
／
午
後
7
時
15
分
～
9
時
（
開
場
：
午
後
5
時
）

■
有
料
観
覧
席
の
種
類
な
ど

場
所

種
類

定
員

価
格

信
濃
川
旭
橋
下
流
左
岸

堤
防
（
千
谷
川
）

ベ
ン
チ
シ
ー
ト

3
人

9
0
0
0
円

有
料
階
段
席
（
自
由
席
）
1
人

5
0
0
円

ホ
ン
ト
カ
。（
本
町
）

屋
上
席
（
自
由
席
）

1
人

5
0
0
円

■
申
込
締
切
／
8
月
9
日
㈮
※
満
席
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

お
ぢ
や
ま
つ
り
大
花
火
大
会

二
荒
さ
ま
の
お
祭
り

8
月
24
日     

開
催

7
月
12
日     

～
14
日     

開
催

❷
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

　

家
族
の
お
祝
い
、
恋
人
同
士
の
愛
の
誓
い
、
グ
ル
ー

プ
や
団
体
な
ど
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
あ
な
た
だ

け
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
。

　

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
、
観
覧
席
に
ご
招
待

し
ま
す
。

■
申
込
条
件

▽
花
火
の
大
き
さ
：
10
号
1
発
ま
た
は
ス
タ
ー
マ
イ
ン

▽
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
氏
名
な
ど
を
含
め
60
文
字
以
内

■
花
火
の
価
格

▽
10
号
：
7
万
3
7
0
0
円
～

▽
ス
タ
ー
マ
イ
ン
：
27
万
5
0
0
0
円
～

■
募
集
数
／
先
着
20
件

■
申
込
締
切
／
7
月
5
日
㈮

❶
❷
申
込
方
法

　

お
ぢ
や
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
サ
ン

プ
ラ
ザ
内
）
窓
口
で
直
接
お
申
し
込
み
い
た
だ

く
か
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
・
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
窓
口
に

あ
る
ほ
か
、
小
千
谷
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
❶
は
小
千
谷
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
お
ぢ
や
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
事
務
局
：
小
千
谷
観
光
協
会
内
）
☎

86
・
0
2
8
8
N
86
・
0
3
3
0
〶
9
4
7
︲

0
0
2
8　

城
内
1
︲
8
︲
25
（
サ
ン
プ
ラ
ザ

内
）
Q

　
　
　

info@
ojiyakanko.com

●
二
荒
神
社
奉
納
行
事

●
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
巫
女
爺
人
形
お
ど
り

　
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
人
形

踊
り
。
笛
や
太
鼓
な
ど
の
囃は

や
し子
に
合
わ
せ
て

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
踊
る
姿
は
必
見
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
保
存
会
：
佐
藤
眞
☎
82
・

2
3
5
2

●
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
豊
年
獅
子
舞

　
豊
作
を
願
っ
て
踊
ら
れ
る
獅

子
舞
。
地
元
の
小
学
生
が
参
加

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
保
存
会
：
仲

邦
男
☎
82
・
2
0
2
1

時
間

場
所

時
間

場
所

12
日
㈮

午
後
8
時

つ
く
し
幼
稚
園
駐
車
場

13
日
㈯

午
後
1
時
15
分

平
成
～
本
町
～
二
荒
神
社

（
奉
納
行
列
）

午
前
11
時
30
分
二
荒
神
社
境
内

午
後
2
時

二
荒
神
社
境
内

午
後
8
時

14
日
㈰

午
後
1
時
10
分

本
町
～
慈
眼
寺
（
随
時
）

午
後
3
時
10
分

慈
眼
寺
～
つ
く
し
幼
稚
園

駐
車
場
（
随
時
）

午
後
8
時

つ
く
し
幼
稚
園
駐
車
場

※
行
事
日
程
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
家
用
車
で
来
場
さ
れ
る
場
合
は
、
市
役
所
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

土

金

日

▲有料観覧席申込フォーム

有料観覧席は
こちらからも
申込できます！
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大雨に備えましょう
■問い合わせ／防災安全課☎83-3515

　梅雨の時期を迎え、大雨による浸水被害や土砂災害の発生が心配さ
れます。災害から身を守るために、情報収集や事前の備えなどを行い
ましょう。また、雨天時に下流の流量を調整するための調整池は、日
頃から適正な管理をお願いします。

●気象情報を事前に確認
　テレビやラジオ、インターネットを利用して
気象情報や河川の水位情報などを確認しましょ
う。気象庁は、大雨により「線状降水帯」の発
生が予想された場合、半日程度前から気象情報
で発生する可能性を呼びかけています。線状降
水帯が発生すると、豪雨による災害の危険度が
急激に高まりますので、情報収集や事前の備え
などを行いましょう。

●ハザードマップで地域に潜む危険を確認
　「洪水ハザードマップ」や「土砂災害ハザード
マップ」で地域の危険箇所を確認し、
災害の種類に合わせた避難先を考え
ておきましょう。

信濃川の水位基準
　信濃川の小千谷観測所（元町地内）の水位基準値は右
表のとおりです。大雨により信濃川の水位が上昇する恐
れがある場合は、市や関係機関が発表する情報に注意し
てください。
　国が管理する河川の水位が急激に上昇し、3時間以内に
氾濫の可能性のある水位に達する見通しとなった場合は、
予測に基づく氾濫危険情報を発表し
ます。これにより、市が避難指示を
早急に判断しますので、避難指示の
発令対象となった地域の方は、必ず
避難をしてください。

レベル 1
45.50ｍ

水防団待機水位（通報水位）
水防活動の準備

レベル 2
46.50ｍ

はん濫注意水位（警戒水位）
水防団出動

レベル 3
48.50ｍ

避難判断水位
避難行動に時間を要する方は避難開始
避難判断水位
避難行動に時間を要する方は避難開始

レベル 4
49.20ｍ

はん濫危険水位（特別警戒水位）
通常の避難行動ができる方は避難開始

レベル 5 はん濫の発生
避難完了

水
位
の
上
昇

警戒 
レベル 水位情報

5 はん濫の発生
(緊急安全確保)

4
49.20m

はん濫危険水位（特別警戒水位）
危険な場所から全員避難

（避難指示）

3
48.50m

避難判断水位
高齢者などは危険な場所から避難

（高齢者等避難）

2
46.50m はん濫注意水位（警戒水位）

1
45.50m

水防団待機水位（通報水位）
水防活動の準備

堤防

●避難所以外への避難も検討
　災害時の避難先は、必ずしも指定された避難所である必
要はありません。避難生活によるストレス緩和のため、災
害の危険性のない親戚や知人宅などへ避難することも検討
しましょう。また、大雨の際は、安全が確保される建物の
上層階への避難や、浸水しない場所への車での避難も検討
しましょう。

●信濃川の増水に注意！警報が流れたらすぐ避難！
　JR東日本信濃川発電所は、信濃川や山本山にある調整池
の増水時にはサイレンでお知らせしています。サイレンに
よる警報が流れたら、直ちに信濃川から離れ避難をしてく
ださい。また、調整池には水難事故防止のため立ち入らな
いでください。
■問い合わせ／JR東日本信濃川発電所☎82-2702（休日
　・夜間：☎82-0196）▶各ハザードマップはこちら

○
図
書
館
　
事
務
室
移
転

　

3
月
31
日
に
閉
館
し
た
図
書
館
の
事
務
室

を
移
転
し
ま
す
。

■
移
転
日
／
7
月
10
日
㈬

■
移
転
先
／
ひ
と
・
ま
ち
・
文
化
共
創
拠
点

ホ
ン
ト
カ
。（
本
町
1
︲
13
︲
35
）

■
そ
の
他

▽
施
設
の
利
用
や
図
書
の
貸
出
な
ど
、
実
際

の
業
務
は
9
月
28
日
㈯
の
ホ
ン
ト
カ
。
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
行
い
ま
す
。

▽
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／
に
ぎ
わ
い
交
流
課
共
創
推

進
係
☎
82
・
2
7
2
4
N
82
・
8
9
1
5

○
小
千
谷
観
光
協
会

　
事
務
所
移
転

　

6
月
10
日
付
け
で
小
千
谷
観
光
協
会
の
事

務
所
が
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
住
所
・
電
話
番
号
な
ど
が
変
更
と

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
移
転
先
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
1
階
（
城
内
1
︲

8
︲
25
）

■
電
話
番
号
／
☎
86
・
0
2
8
8

■
フ
ァ
ク
ス
／
N
86
・
0
3
3
0

■
メ
ー
ル
／　

info@
ojiyakanko.com

Q

　　　点検しよう！ 
　　　緊急告知ラジオ
　電源が入らないなど、ラジオ
の故障が疑われる場合は防災安
全課までお問い合わせください。

⬅このつまみを
上方向に回すと
電源が入ります。
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市
の
財
政
状
況
を
6
月
と
12
月
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令

和
5
年
度
予
算
の
下
半
期
（
10
月
～

3
月
）
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
4
月
と
5
月
に
収
入

と
支
出
の
整
理
を
す
る
た
め
最
終
的

な
決
算
額
と
は
異
な
り
ま
す
。
決
算

状
況
は
10
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況

　

令
和
5
年
度
の
9
月
末
の
一
般
会

計
予
算
額
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
の

繰
越
事
業
費
17
億
4
8
2
6
万
円
と

合
わ
せ
て
2
5
1
億
8
6
0
万
円
で

し
た
が
、
3
月
末
ま
で
に
18
億
4
1

8
0
万
円
を
増
額
補
正
し
、
2
6
9

億
5
0
4
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
う
ち
、
市
税
は
3
月

末
ま
で
に
、
49
億
16
万
円
の
収
入
が

あ
り
、
予
算
に
対
す
る
収
入
率
は
、

1
0
0
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
は
、
全
体
で
1
8
1
億

5
9
2
3
万
円
が
支
出
さ
れ
、
予
算

に
対
す
る
執
行
率
は
67
・
4
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

科
目
ご
と
の
予
算
額
や
執
行
額
、

市
債
の
現
在
高
、
特
別
会
計
と
企
業

会
計
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
は
グ
ラ

フ
と
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

区分 予算額 9月末
収入済額

3月末
収入済額 収入率

市税 48億
8,264万円

29億
2,115万円

49億
16万円 100.4%

地方交付税 50億
387万円

31億
9,360万円

52億
6,038万円 105.1%

国庫支出金 45億
2,756万円

5億
4,185万円

32億
3,394万円 71.4%

市債 46億
2,010万円 0円 

15億
1,000万円 32.7%

繰入金 25億
8,209万円 0円

1億
5,329万円 5.9%

繰越金 10億
9,214万円

10億
9,214万円

10億
9,214万円 100.0%

県支出金 12億
4,315万円

2億
8,571万円

10億
7,847万円 86.8%

地方消費税
交付金

9億
8,500万円

4億
9,698万円

8億
8,696万円 90.0%

寄附金 8億
6,034万円

1億
1,554万円

7億
8,497万円 91.2%

諸収入 3億
2,697万円 4,834万円 

2億
142万円 61.6%

使用料及び
手数料

2億
9,723万円

1億
4,769万円

2億
7,599万円 92.9%

その他 5億
2,932万円

2億
3,569万円

5億
7,479万円 108.6%

歳入合計 269億
5,041万円

90億
7,869万円

199億
5,251万円 74.0%

補
正
予
算
に
計
上
し
た

主
な
事
業（
10
月
～
3
月
）

▽
高
温
被
害
等
収
入
減
少
支
援
対
策

　
事
業
…
…
…
…
…
8
0
0
0
万
円

▽
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
価
格
高
騰

　
緊
急
支
援
給
付
金
事
業

　

…
…
…
…
…
2
億
8
4
6
0
万
円

▽
除
排
雪
関
連
経
費

　

…
…
…
…
…
…
…
6
7
0
0
万
円

▽
小
千
谷
中
学
校
整
備
事
業

　

…
…
…
…
…
7
億
1
0
7
9
万
円

会計名 予算額 9月末
収入済額

3月末
収入済額 収入率 9月末

支出済額
3月末

支出済額 執行率

国民健康保険特別会計 31億
4,037万円

12億
4,719万円

28億
4,651万円 90.6% 12億

7,016万円
29億

3,189万円 93.4%

介護保険特別会計 42億
3,184万円

21億
5,734万円

39億
2,502万円 92.7% 14億

8,587万円
33億

4,927万円 79.1%

後期高齢者医療特別会計 8億
9,644万円

4億
9,620万円

8億
5,847万円 95.8% 3億

8,158万円
8億

6,717万円 96.7%

工業団地事業特別会計 50万円 13万円 13万円 26.0% 0円 13万円 26.0%

0 10 20 30 40 50 60

未収入額
3月末収入済額
9月末収入済額

その他
使用料及び手数料

諸収入
寄附金

地方消費税交付金
県支出金
繰越金
繰入金
市債

国庫支出金
地方交付税

市税

特別会計予算執行状況（繰越事業なし）

一般会計歳入（繰越事業分を含む）

（億円）

令和5年度予算 
下半期の執行状況

︱　10

　ご質問がありましたら、気軽にお問い合わ
せください。
■問い合わせ／企画政策課財政係☎83-3507
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令和5年度予算　下半期の執行状況

【地方交付税】
　一定水準の行政サービスを提供するために国
から交付されるお金で、使い道を地方公共団体
が独自に決められるもの

【市債】
　事業を行うために必要なお金を借り入れるもの

【国庫支出金・県支出金】
　国や県から交付されるお金で、使い道が決め
られているもの

【繰入金】
　事業を行うために必要なお金を、基金などか
ら繰り入れてその財源とするもの

【繰越金】
　前年度の決算で出た黒字や、前年度の決算に
おいてあらかじめ使い道が決まっているもの

【地方消費税交付金】
　みなさんが支払った消費税のうち、一定の基
準で地方公共団体に交付されるもの

【使用料及び手数料】
　特定の行政サービスに係る経費を利用者から
徴収するもの

【公債費】
　市債の元金の返済や利子の支払いをするもの

区分 予算額 9月末
支出済額

3月末
支出済額 執行率

民生費 60億
5,726万円

22億
6,042万円

51億
8,578万円 85.6%

土木費 64億
5,288万円

18億
6,111万円

35億
1,813万円 54.5%

総務費 36億
3,284万円

6億
7,517万円

15億
6,962万円 43.2%

教育費 37億
92万円

11億
5,912万円

25億
4,031万円 68.6%

衛生費 20億
393万円

5億
4,004万円

12億
9,623万円 64.7%

公債費 19億
4,337万円

8億
5,466万円

17億
3,892万円 89.5%

商工費 5億
4,292万円

2億
178万円

3億
1,864万円 58.7%

農林水産業費 11億
1,757万円

5億
522万円

9億
260万円 80.8%

消防費 12億
226万円

4億
3,174万円

9億
1,122万円 75.8%

議会費 1億 
4,994万円 6,924万円 

1億
3,902万円 92.7%

災害復旧費 8,359万円 793万円 1,048万円 12.5%

労働費 4,409万円 859万円 2,082万円 47.2%

その他 1,884万円 0円 746万円 39.6%

歳出合計 269億
5,041万円

85億
7,532万円

181億
5,923万円 67.4%

区分 収入予算額 9月末
収入済額

3月末
収入済額 収入率 支出予算額 9月末

支出済額
3月末

支出済額 執行率

ガス事業 33億
268万円

8億
8,842万円

23億
2,319万円 70.3% 35億

3,245万円
7億
5,803万円

23億
9,541万円 67.8%

水道事業 12億
2,770万円

3億
4,090万円

11億
8,938万円 96.9% 17億

9,054万円
3億
5,541万円

16億
301万円 89.5%

工業用水道事業 2億
2,550万円 7,539万円 

2億
466万円 90.8% 5億

1,703万円 3,652万円 
2億
1,433万円 41.5%

下水道事業 18億
6,399万円

5億
9,362万円

18億
2,319万円 97.8% 23億

7,494万円
4億
7,389万円

22億
3,019万円 93.9%

市債と一時借入金の現在高
（令和6年3月31日現在）

会計名 市債現在高
一般会計  148億3,207万円

企
業
会
計

ガス事業 0円 
水道事業  44億415万円
工業用水道事業 3,017万円 
下水道事業  65億9,926万円

合計  258億6,565万円

※一時借入金　借入実績なし

0 10 20 30 40 50 60 70

未支出額
3月末支出済額
9月末支出済額

その他
労働費

災害復旧費
議会費
消防費

農林水産業費
商工費
公債費
衛生費
教育費
総務費
土木費
民生費

企業会計予算執行状況（繰越事業分を含む）

一般会計歳出（繰越事業分を含む）

（億円）
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歳  入  　

歳  出  　

用語
解説



子
育
て
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
会

  

子
育
て
支
援

お
知
ら
せ

︱　12

■
会
場
／
わ
ん
パ
ー
ク

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
わ
ん
パ
ー

ク
☎
81
・
7
5
6
4
（
平
日
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
）

●
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
＆

　
お
し
ゃ
べ
り
会

■
日
時
／
7
月
30
日
㈫
午
前
10
時
～

11
時
30
分

■
対
象
／
子
育
て
中
の
方

■
講
師
／
廣
川
律
子
さ
ん
（
シ
ュ
ガ

ー
コ
フ
レ
）

■
定
員
／
先
着
15
人

■
参
加
料
／
5
0
0
円

■
保
育
ル
ー
ム
／
利
用
希
望
の
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
子
ど
も
１

人
に
つ
き
3
0
0
円
）

●
お
家
の
方
と
お
子
さ
ん
の

　
ぼ
う
さ
い
タ
イ
ム

　

乳
幼
児
の
救
命
救
急
や
日
頃
の
備

え
な
ど
、
防
災
士
が
分
か
り
や
す
く

お
教
え
し
ま
す
。

■
日
時
／
8
月
6
日
㈫
午
前
10
時
～

　

日
常
の
中
で
立
ち
止
ま
り
、
子
育

て
・
自
分
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
7
月
27
日
、
8
月
17
日
、

9
月
21
日
、
10
月
12
日
（
い
ず
れ
も

土
曜
日
）
午
後
1
時
30
分
～
3
時

■
会
場
／
市
民
会
館

■
司
会
／
土
田
陽
子
さ
ん
（
N
P
O

法
人
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

放
課
後
子
ど
も
教
室 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
、
小
学

校
の
空
き
教
室
な
ど
を

利
用
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
遊
べ
る
場

所
を
提
供
て
い
ま
す
。

■
開
設
日
時
／
毎
週
月
曜
日
の
放
課

後
（
お
お
む
ね
午
後
3
時
～
5
時
）

※
祝
日
、
長
期
休
み
、
学
校
代
休
日

　

な
ど
は
お
休
み
で
す
。

■
会
場
／
東
小
千
谷
・
吉
谷
・
千
田

・
南
・
片
貝
の
各
小
学
校
の
図
書
室

・
音
楽
室
・
体
育
館
な
ど

■
内
容
／
ト
ラ
ン
プ
や
昔
遊
び
、
ボ

ー
ル
遊
び
な
ど
を
す
る
子
ど
も
の
見

守
り

■
そ
の
他
／
▽
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
▽
出
席
回
数
に
応
じ
て
、
交

通
費
程
度
の
実
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
教
育
・
保
育
課
保

育
係
☎
83
・
3
5
1
9

11
時

■
対
象
／
未
就
園
の
お
子
さ
ん

■
講
師
／
高
橋
伸
絵
さ
ん
、
狩
谷
明

美
さ
ん
（
日
本
防
災
士
会
・
新
潟
県

支
部
防
災
士
）

■
定
員
／
先
着
20
組

■
参
加
無
料

■
持
ち
物
／
お
子
さ
ん
の
お
気
に
入

り
の
お
も
ち
ゃ

●
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

　
～
わ
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う
～

■
日
時
／
8
月
22
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時

■
対
象
／
1
・
2
歳
児
の
お
子
さ
ん

■
定
員
／
先
着
20
組

■
参
加
無
料

学生の就職活動における交通費・宿泊費を支援します
　市外在住の学生が小千谷市内への就職活動に要した交通費・宿泊費を補助します。スマートフォンでの申込
も可能です。ぜひご活用ください。

■対象者／市外在住の学生（大学・短期大学・高等
専門学校・専修学校など）

■対象となる就職活動
▷市内で開催される企業説明会や合同企業説明会
▷市内企業が市内で実施する採用

試験、面接、インターンシップ
など

▷長岡地域定住自立圏の雇用促進
事業として開催され、市内企業
が参加するイベント

■対象経費
▷就職活動などのために市内や小千谷市に隣接する

地方公共団体にある宿泊施設に要した宿泊費
▷就職活動などのために要した交通費（公共交通機

関のみ）

■補助額／年度内に2回の申請が可能

　

■申込／右記二次元コードからお申し
込みください。

※訪問先企業の証明が必要です。
■問い合わせ／商工振興課地域産業係
☎83-3556

区分 対象経費と補助率 上限額

宿泊費のみ 対象経費の全額
1泊当たり5,000円
※1申請当たり2泊ま 
　でです。

交通費のみ 対象経費の½ 1申請当たり5,000円

宿泊費と交
通費を併用

宿泊費 対象経費
の全額

1申請当たり1万円 
※宿泊費と交通費そ
　れぞれ5,000円ま 
　でです。交通費 対象経費

の½

ョ
ン
）

■
定
員
／
8
人

※
原
則
、
全
回
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料
／
各
回
5
0
0
円

■
保
育
ル
ー
ム
／
利
用
希
望
の
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
子
ど
も
1

人
に
つ
き
3
0
0
円
、
定
員
3
人
）

■
申
込
締
切
／
7
月
22
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
☎
82
・
9
1
1
1

△申込はこちら



  

催
し

お知らせ

令和6年度 
乳幼児健康診査日程 
はこちらから
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家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
じ
ゃ
が

い
も
掘
り
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

収
穫
し
た
じ
ゃ
が
い
も
は
全
て
お
持

ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
期
間
／
7
月
中
旬
～
8
月
上
旬

■
受
付
時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
会
場
／
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
ふ
れ
あ
い
の
里

■
体
験
料
／
1
株
1
0
0
円

■
品
種
／
男
爵
、
キ
タ
ア
カ
リ

■
そ
の
他
／
じ
ゃ
が
い
も
が
な
く
な

り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里
☎
83
・
1

7
2
2

子育てにやさしいまちに

じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験

元祖！　　　　　　　運動
　市では、平成19年度より妊産婦の方や乳幼児のお
子さん連れの保護者に思いやりの気持ちを持って、
地域全体で子育てを応援する市独自の「ベビー・フ
ァースト運動」に取り組んできました。
　令和4年度からは、子どもを産み育てやすい社会の
実現に向け、企業も行政も個人も含め、みんなで子
育てを支える社会を目指した

（公社）日本青年会議所の提唱
する「ベビーフ
ァースト運動」
にも参画してい
ます。

■市民の声
▷お店でマタニティ用の駐車場を利用

できて助かります。重い物を持って
もらえました。

▷妊婦さんや赤ちゃんがいたら、出入り口やエレベ
　ーターを譲るようにしています。

　また、命の大切さや親の愛
情、次世代の子育て体験とし
て、市内中学生と赤ちゃんと
のふれあい交流会を行ってい
ます。「妊婦さんや赤ちゃんが
いたら親切にしたい」との感
想が聞かれました。

妊娠・出産から子育てをサポートします

●不妊不育治療費助成
　不妊治療または不育治療にかかる経済的な負担を
軽減するため、治療にかかる費用に対して助成を行
います。
■助成額／以下の費用の自己負担額（1年度あたり上
　限20万円）
▷保険診療費
▷保険診療適用外の医療費
▷治療のための処方箋による調剤費
■申請期限／治療に要した期間の末日から6か月以内

△詳細はこちら

●産後ケア事業
　助産師などの専門職が産後の母子をサポートしま
す。授乳や沐浴など、赤ちゃんのお世話について聞
きたい、休息がとりたい、体の回復に不安があると
きにぜひご利用ください。令和6年度から1泊2日で
利用した場合の利用料を、1万円から5,000円に減額
しました。

●おぢやし子育て支援 
　ガイドブック
　小千谷市の子育て支援につい
ての情報が1冊にまとまっていま
す。冊子は健康・
子育て応援課にあ
るほか、市ホーム
ページからもご覧
いただけます。

●おぢや子育て応援 
　アプリby母子モ
　子育てに役立つ機能がたく
さんあります。登録・利用は
無料です。右記二次元コード
からぜひご登録ください。

■問い合わせ／子育て世代包括支援セ
　ンター（あすえ～る内）☎86-5076

市民総参加！

おぢやし
子育て支援
ガイドブック

ベビーファースト

△詳細はこちら

妊娠から出産・育児
までをフルサポート！

母子モ 検索



小
千
谷
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ 

at
！
お
ぢ
や

第
18
回 

小
千
谷
産
学
交
流
研
究
会

︱　14

お知らせ

■
日
時
／
7
月
13
日
㈯
午
後
1
時
～

4
時

■
会
場
／
ひ
と
・
ま
ち
・
文
化
共
創

拠
点
ホ
ン
ト
カ
。

■
内
容

①
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
イ

　

ベ
ン
ト
を
企
画
・
準
備
し
よ
う
：

「
D
J
」「
も
の
づ
く
り
」「
書
架
づ

く
り
」
の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
と

準
備

②
「
言
の
葉
の
栞
」
を
体
験
し
よ
う

　

：
ホ
ン
ト
カ
。
と
バ
ー
チ
ャ
ル
空

　

間
を
つ
な
ぐ
仕
掛
け
「
言
の
葉
の

　

栞
」
を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

　

ッ
プ

■
そ
の
他

▽
駐
車
場
は
、
ホ
ン
ト
カ
。
第
2
駐

車
場
（
旧
坂
下
駐
車
場
）、
市
役
所
、

市
民
会
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
当
日
は
記
録
冊
子
・
動
画
用
の
撮

影
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
撮
影
に

配
慮
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日

運
営
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

①
電
話
ま
た
は
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
不
要

■
日
時
／
8
月
6
日
㈫
午
後
1
時
30

分
～
4
時
45
分

■
会
場
／
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
お
ぢ
や
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

■
演
題
・
講
師

▽
「
新
潟
大
学
に
お
け
る
A
I
研
究

と
産
業
応
用
」

▼
講
師
：
山
崎
達
也
さ
ん
（
新
潟

大
学
）

▽
「
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
A
I
と
そ
の

応
用
」

▼
講
師
：
原
川
良
介
さ
ん
（
長
岡

技
術
科
学
大
学
）

▽
「
低
温
廃
熱
の
空
間
的
・
時
間
的
貯

　
蔵
／
利
用
シ
ス
テ
ム
構
築
の
試
み
」

▼
講
師
：
岡
崎
正
和
さ
ん
（
新
潟

工
科
大
学
）

▽
「
航
空
機
電
動
化
の
動
向
と
技
術

開
発
へ
の
取
り
組
み
」

▼
講
師
：
桑
田
厳
さ
ん
（
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
）

■
定
員
／
▽
会
場
：
先
着
20
人
▽
オ

ン
ラ
イ
ン
：
定
員
な
し

■
参
加
無
料

■
申
込
方
法
／
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
7
月
31
日
㈬
正
午

■
問
い
合
わ
せ
／
商
工
振
興
課
地
域

産
業
係
☎
83
・

3
5
5
6

■
申
込
締
切
／
7
月
11
日
㈭

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／

に
ぎ
わ
い
交
流
課
共
創
推

進
係
☎
82
・
2
7
2
4

体
験
型
防
災
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

　
「
命
を
守
る
」
に
は
ど
ん
な
備
え
が

必
要
か
身
体
を
動
か
し
て
楽
し
く
学

び
ま
す
。
各
自
で
非
常
時
の
持
ち
出

し
品
を
1
つ
持
ち
寄
り
、
何
が
必
要

か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
7
月
15
日
㈷
午
前
10
時
～

午
後
3
時

■
会
場
／
そ
な
え
館

■
対
象
／
小
学
4
～
6
年
生

■
内
容

▽
防
災
〇
×
ク
イ
ズ

▽
命
を
守
る
ダ
ン
ゴ
ム
シ
体
操

▽
学
習
機
材
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

の
体
験

▽
非
常
食
体
験
（
昼
食
）　

な
ど

■
定
員
／
先
着
20
人
（
最
少
催
行
人

数
5
人
）

■
参
加
料
／
1
0
0
0
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

■
持
ち
物
／
避
難
す
る
と
き
に
必
要

だ
と
思
う
も
の
1
つ
、
水
筒
、
タ
オ
ル

■
申
込
締
切
／
7
月
6
日
㈯

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
そ
な
え
館

☎
89
・
7
4
8
0
（
水

曜
休
館
）

△申込はこちら

●被爆体験伝承講話会
　被爆者の高齢化に伴い、被爆体験が風化しつ
つあります。戦争の悲惨さや平和の大切さを次
世代へ伝えるため、被爆者の体験や平和への思
いを受け継ぎ、伝承活動を行う「被爆体験伝承
者」を広島市からお招きする講話会です。
■日時／7月10日㈬①午前10時～11時30分、
　②午後2時～3時30分
■会場／市民会館大ホール
■定員／各回50人※市内中学生約300人も午前
　・午後に分かれて聴講します。
■入場無料・申込不要

非核平和関連イベント 
―核のない平和な世界を願って―

●平和を願う折り鶴を募集します
　小千谷市民の平和への願いを被爆地に届ける
ため、折り鶴を募集します。みなさんから寄せ
られた折り鶴は、広島平和記念公園や長崎市の
平和公園に捧げていただきます。鶴を折る紙は
広告の紙や包装紙など、どんな色の紙でも結構
です。折り鶴は50羽ずつひもでつなげてお持ち
ください。
■受付期間／6月26日㈬～7月29日㈪
■受付窓口／市役所3階企画政策課

■問い合わせ／企画政策課
　企画経営係☎83-3507
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昔
の
暮
ら
し
体
験

■
日
時
／
①
7
月
13
日
㈯
②
8
月
3
日
㈯
③
8
月
17
日

㈯
午
前
10
時
～
正
午
※
複
数
日
の
申
込
も
で
き
ま
す
。

■
会
場
／
市
民
会
館
2
階
第
1
中
会
議
室

■
対
象
／
小
学
3
～
6
年
生
と
保
護
者
、
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
内
容
／
①
土
器
を
つ
く
る
②
石
器

を
つ
く
る
③
火
を
お
こ
す

■
定
員
／
各
日
10
組

■
持
ち
物
／
①
エ
プ
ロ
ン
②
③
な
し

　
　
冷
ぇ
～
冷
ぇ
～
科
学
体
験

■
日
時
／
7
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場
／
お
ぢ
ゃ
～
る
食
堂

■
対
象
／
小
学
生
と
保
護
者

※
小
学
1
～
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
内
容
／
暑
い
夏
に
ぴ
っ
た
り
な
冷
た
い
科
学
体
験

■
定
員
／
15
組

　
　
親
子
自
然
教
室

　
　（
①
自
然
観
察
会
②
標
本
の
つ
く
り
方
）

■
日
時

①
7
月
20
日
㈯
午
前
9
時
～
11
時
30
分

②
8
月
9
日
㈮
午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

※
両
日
の
申
込
も
で
き
ま
す
。

■
会
場

①
五
辺
の
水
辺
（
集
合
：
五
辺
の

水
辺
案
内
看
板
前
）

※
小
雨
決
行
で
す
。

②
楽
集
館

■
対
象
／
小
学
生
と
保
護
者

■
内
容

①
五
辺
の
水
辺
に
生
息
す
る
昆
虫
の
採
集
と
観
察

23 1

456

78

　　のわくわく！ 
ドキドキ？体験
夏

②
初
心
者
向
け
の
チ
ョ
ウ
や
植
物
の

標
本
づ
く
り

■
定
員
／
各
日
10
組

■
持
ち
物
／
①
タ
オ
ル
、
水
筒
、
虫

取
り
網
、
虫
か
ご
②
な
し

　
　
低
温
の
科
学

■
日
時
／
7
月
28
日
㈰
・
29
日
㈪
午
前
10
時
～
11
時
30

分
※
希
望
す
る
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
会
場
／
市
民
会
館
4
階
大
会
議
室

■
対
象
／
小
学
3
～
6
年
生

■
内
容
／
液
体
窒
素
な
ど
を
使
っ
て
、
物
を
冷
や
し
た

と
き
に
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
の
実
験

■
定
員
／
各
日
20
人

　
　
か
が
く
研
究
レ
ス
キ
ュ
ー
！

　
　
～
夏
休
み
は
お
ま
か
せ
！
～

■
日
時
／
7
月
28
日
㈰
・
29
日
㈪
、
8
月
19
日
㈪
午
後

1
時
～
3
時

■
会
場
／
市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ

■
対
象
／
小
学
生
、
中
学
生
、
保
護
者

■
内
容
／
科
学
研
究
に
関
す
る
相
談
会

■
そ
の
他

▽
申
込
を
す
る
と
予
約
が
で
き
ま
す
。
当
日
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。

▽
開
催
日
以
外
は
、
教
育
セ
ン
タ

　

ー
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）

　
　
か
わ
ら
の
石
か
ら
わ
か
る
こ
と

■
日
時
／
8
月
2
日
㈮
午
前
9
時
～
10
時
30
分
（
集
合

：
午
前
8
時
45
分
）

■
集
合
場
所
／
市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ

■
会
場
／
信
濃
川
河
川
敷

※
市
民
会
館
か
ら
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

■
対
象
／
小
学
3
～
6
年
生

■
内
容
／
か
わ
ら
の
石
の
仲
間
分
け

や
石
の
採
集
、
化
石
探
し

■
定
員
／
20
人

■
持
ち
物
／
帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
石
を
持
ち
帰
る
た
め
の
袋

　
　
防
災
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

■
日
時
／
7
月
27
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
そ
な
え
館

■
対
象
／
ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が

　

必
要
で
す
。

■
内
容
／
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、
防

災
ク
イ
ズ

■
定
員
／
20
人

　
　
防
災
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

■
日
時
／
8
月
20
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
会
場
／
そ
な
え
館

■
対
象
／
小
学
4
～
6
年
生

■
内
容

▽
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験

▽
中
学
生
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
成
果
発
表

■
定
員
／
20
人
（
最
小
催
行
人
数
5
人
）

■
参
加
料
／
1
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

■
持
ち
物
／
水
筒
、
タ
オ
ル
、
三

角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク

　自由研究の参考になる体験教室を開催します。この夏、
わくわくの体験をしてみませんか。
■申込締切
▷1～7：7月18日㈭（1①のみ：7月13日㈯）
▷8：8月10日㈯
■申込／上記二次元コードからお申し込みください。
■問い合わせ／文化スポーツ課生涯学習係☎82-9111
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お知らせ

  

ス
ポ
ー
ツ

小
千
谷
陸
上
競
技
チ
ャ
レ
ン
ジ

2
0
2
4
参
加
者
募
集

■
日
時
／
8
月
18
日
㈰
午
前
8
時
30

分
競
技
開
始

■
会
場
／
白
山
運
動
公

園
陸
上
競
技
場

■
参
加
資
格

▽
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
・
中

第
3
弾
こ
い
こ
い
健
康
ウ
ォ
ー
ク

市
民
プ
ー
ル
が
使
え
ま
せ
ん

■
日
時
／
7
月
20
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
11
時

■
集
合
場
所
／
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

■
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
（
小
学
生
以
上
）
の
方

※
小
学
生
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

■
定
員
／
30
人

■
参
加
料
／
1
0
0
0
円
（
保
険
料

・
弁
当
代
含
む
）

■
持
ち
物
／
飲
み
物
、
帽
子
、
雨
具
、

タ
オ
ル
な
ど
を
入
れ
る
リ
ュ
ッ
ク
か

ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
チ

　

水
泳
大
会
の
た
め
、
次
の
期
間
は

市
民
プ
ー
ル
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
休
止
期
間
／
7
月
27
日
㈯
午
後
3

時
～
7
月
28
日
㈰
終
日

■
問
い
合
わ
せ
／
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室
☎
83
・
0
0
7
7

女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー

■
会
場
／
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
2
階

大
集
会
室

■
対
象
／
満
15
歳
以
上
の
方

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具

■
申
込
期
間
／
7
月
1
日
㈪
～
8
月

16
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
日
本
赤
十

字
社
小
千
谷
市
地
区
（
事
務
局
：
福

祉
課
障
が
い
福
祉
係
内
）
☎
83
・
3

5
1
7

●
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

■
日
時
／
9
月
1
日
㈰
午
後
1
時
～

5
時

■
内
容
／
手
当
の
基
本
、

人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
方
法
、
A
E
D
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
ぶ
講
習
会

■
定
員
／
先
着
20
人 

■
受
講
料
／
1
5
0
0
円
（
教
材
費
、

保
険
料
を
含
む
）

■
そ
の
他
／
修
了
者
に
は
受
講
証
を

交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
検
定
に
合
格

す
る
と
、
赤
十
字
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

■
日
時
／
7
月
26
日
㈮
午
後
1
時
30

分
～
3
時
（
開
場
：
午
後
1
時
）

■
会
場
／
楽
集
館
3
階
ホ
ー
ル

■
対
象
／
市
内
企
業
・
団
体
※
内
容

は
企
業
向
け
で
す
が
、
興
味
の
あ
る

方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
内
容
／
求
職
者
か
ら
選
ば
れ
る
企

業
に
な
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
女
性

活
躍
推
進
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど

■
講
師
／
國
松
陽
子
さ
ん

（
ア
デ
コ
㈱
）

■
定
員
／
先
着
30
人

■
参
加
無
料

●
赤
十
字
幼
児
安
全
法

　
短
期
講
習
会

■
日
時
／
9
月
7
日
㈯
午
後
1
時
～

4
時

■
内
容
／
乳
・
幼
児
期
に
起
こ
り
や

す
い
事
故
の
予
防
方
法
や
子
ど
も
に

起
こ
り
や
す
い
け
が
や
急
病
に
対
す

る
応
急
手
当
て
に
つ

い
て
学
ぶ
講
習
会

■
定
員
／
先
着
20
人 

■
受
講
無
料

■
そ
の
他
／
短
期
講
習
の
た
め
受
講

証
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  
講
座

バ
レ
エ
教
室

■
日
時
／
7
月
6
日
㈯
・
20
日
㈯
・

27
日
㈯
・
28
日
㈰
（
全
4
回
）

▽
午
前
10
時
～
11
時
：
大
人
ク
ラ
ス

▽
午
前
11
時
15
分
～
正
午
：
子
ど
も

＆
親
子
ク
ラ
ス

■
会
場
／
総
合
体
育
館
軽
運
動
場

■
講
師
／
安
藤
紗
織
さ
ん
（
元
プ
ロ

バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
）

■
定
員
／
10
人

■
受
講
料
／
5
0
0
円
（
1
回
分
）

■
持
ち
物
／
靴
下
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
公
民
館
（
市

民
会
館
内
）
☎
82
・
9
1
1
1

■
申
込
／
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市

民
生
活
課
市
民
係
☎
83
・
3
5
0
9

■
申
込
締
切
／
7
月
12
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
N
P
O
法

人
こ
い
こ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
お
ぢ

や
（
総
合
体
育
館
内
）
☎
83
・
0
0

8
5

日
本
赤
十
字
社
講
習
会

学
生
、
高
校
生

▽
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
小
千
谷

　

市
市
出
身
の
一
般
の
方

※
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
登

録
者
・
特
別
支
援
学
校
在
学
の
方

は
、
小
千
谷
市
、
十
日
町
市
、
魚

沼
市
、
南
魚
沼
市
、
長
岡
市
在
住

の
小
学
4
年
生
以
上
が
対
象
で
す
。

■
出
場
制
限

▽
小
学
4
年
生
以
下
：
1
人
1
種
目

▽
小
学
5
年
生
以
上
：
1
人
2
種
目

■
参
加
料
／
1
人
5
0
0
円

■
そ
の
他
／
詳
細
は
、
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
要
項
、
参
加
申
込
一
覧

表
は
、
総
合
体
育
館
窓
口
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

■
申
込
方
法
／
参
加
申
込
一
覧
表
に

参
加
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切
／
7
月
12
日
㈮
午
後
5

時
必
着

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
☎
83
・
0

0
7
7
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

講
座
受
講
生
募
集

■
会
場
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
☎
82
・
8
5
1
0
（
午
前

9
時
～
午
後
9
時
）

第
31
回
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会 

参
加
チ
ー
ム
募
集

■
日
時
／
8
月
1
日
㈭
～
9
月
27
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
後
7
時
30
分
試
合
開
始

■
会
場
／
白
山
運
動
公
園
野
球
場

■
参
加
資
格
／
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
（
学
生
は
除
く
）

■
チ
ー
ム
編
成
／
1
チ
ー
ム
20
人
以

内
（
監
督
・
コ
ー
チ
を
含
む
、
選
手

の
二
重
登
録
は
禁
止
）

■
参
加
料
／
1
チ
ー
ム
2
5
0
0
円

※
代
表
者
会
議
の
際
に
お
支
払
い
く

　

だ
さ
い
。

■
代
表
者
会
議

▽
日
時
：
7
月
19
日
㈮
午
後
7
時
～

▽
会
場
：
総
合
体
育
館
体
育
団
体
室

■
申
込
締
切
／
7
月
10
日
㈬
午
後
5
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
☎
83
・
0

0
7
7
N
83
・
0
0
7
8
Q

●
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
2

■
日
時
／
8
月
8
日
～
9
月
19
日
（
8

月
15
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
、
全
6

回
）
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

■
講
師
／
小
林
奈
津
子
さ
ん
（
健
康

運
動
指
導
士
）

■
定
員
／
20
人

■
受
講
料
／
1
0
0
円
（
6
回
分
）

■
持
ち
物
／
内

履
き
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

■
申
込
締
切
／
8
月
1
日
㈭

●
本
格
英
会
話
講
座
2

■
日
時
／
8
月
20
日
～
10
月
8
日
（
毎

週
火
曜
日
、
全
8
回
）
午
後
7
時
～

8
時
30
分

■
講
師
／
ロ
ー
チ
ェ　

ジ
ェ
ラ
ー
ド

　

マ
ジ
ェ
ラ
ン
さ
ん
（
英
会
話
講
師
）

■
定
員
／
15
人

■
受
講
料
／
2
2
0
0
円
（
8
回
分
、

教
材
代
）

※
過
去
に
「
本
格
英
会
話
講
座
」
に

参
加
し
、
す
で
に
教
材
を
お
持
ち

の
方
は
不
要
で
す
。

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具

■
申
込
締
切
／
8
月
13
日
㈫

文
芸
お
ぢ
や
作
品
募
集

　

郵
便
ま
た
は
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
要
領

▽
新
作
未
発
表
作
品
と
し
ま
す
。

▽
複
数
部
門
に
応
募
で
き
ま
す
。

▽
作
品
に
は
部
門
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
う
場
合
は
、
本
名
を
カ
ッ
コ
書
き

に
し
て
く
だ
さ
い
。
文
字
の
確
認
な
ど
で
連
絡
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
番
号
の
記
入
漏
れ
が

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
仮
名
遣
い
は
、
新
旧
ど
ち
ら
を
使
用
し
た
の
か
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
の
場
合
は
、
縦
書
き
・
楷
書
で
正
確
に
書
い
て

く
だ
さ
い
。

▽
入
賞
・
入
選
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催
者
に
帰
属
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
二
重
投
稿
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
生
成
A
I
に
よ
る
作
品
制
作
は
不
可
と
し
ま
す
。

■
応
募
先

▽
郵
送
：
〶
9
4
7
︲
0
0
0
5　

旭
町
13
︲
8
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
内
「
文
芸
お
ぢ
や
」
各
部
門
係

部
門
規
定

応
募
方
法

短
歌
1
人
2
首
以
内

▽
郵
便
は
が
き

▽
応
募
フ
ォ
ー
ム

　（
部
門
ご
と
に
応
募
）

俳
句
1
人
3
句
以
内

当
季
雑
詠
（
夏
・
秋
）

川
柳
1
人
3
句
以
内

詩

1
人
1
編
（
4
0
0
字

詰
原
稿
用
紙
3
枚
以
内
）
▽
封
書

▽
応
募
フ
ォ
ー
ム

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
応
募
フ
ォ

　

ー
ム
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間
／
7
月
1
日
㈪
～
8

月
19
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

■
入
賞
・
入
選

■
選
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

■
発
表
／
入
賞
者
の
み
、
11
月
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
、
入
賞
・
入
選
作
品
は
「
文
芸
お
ぢ
や
第

44
号
」
で
発
表
・
掲
載
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／
作
品
は
原
文
ど
お
り
と
し
、
以
後
発
表
済

み
と
し
て
扱
い
ま
す
。
冊
子
は
11
月
24
日
㈰
以
降
、
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
と
市
民
会
館
で
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
☎
82
・
8
5
1

0
Q

部
門
選
者

短
歌
田
宮
朋
子
（
長
岡
市
）、
小
島
な
お
（
東
京
都
）、

松
田
慎
也
（
上
越
市
）

俳
句
神
野
紗
希
（
東
京
都
）、
髙
田
正
子
（
神
奈
川

県
）、
川
崎
陽
子
（
新
潟
市
）、
山
本
浩
（
市
内
）、

吉
原
幸
男
（
市
内
）

川
柳
山
倉
洋
子
（
五
泉
市
）、
山
﨑
草
太
（
長
岡
市
）

詩

八
木
幹
夫
（
神
奈
川
県
）

部
門
入
賞

入
選

特
選

佳
作

短
歌
各
部
門
1
点
ず
つ

▽
市
長
賞

▽
教
育
長
賞

▽
公
民
館
長
賞

3
首

10
首

俳
句

3
句

15
句

川
柳

3
句

10
句

詩

1
編

若
干

kinro@
city.ojiya.niigata.jp

bunka

△応募はこちら

sports-sp@
city.ojiya.niigata.jp
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第
64
回
市
民
芸
能
ま
つ
り 

出
演
者
募
集

　

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
大
き
な
ス

テ
ー
ジ
で
披
露
し
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
／
10
月
13
日
㈰

■
会
場
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
／
市
内
で
芸
能
活
動
を
行
っ

て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
・
個
人

※
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
参
加
無
料

※
た
だ
し
、
交
通
費
・
楽
器
搬
送
費

な
ど
、
出
演
に
必
要
な
経
費
は
出

演
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法
／
出
演
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
市
民
会
館
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
可
）
申
込
書
は
市
民
会
館
に

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
7
月
26
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
☎
82
・
9
1
1

1
N
82
・
9
1
1
2
Qbunkasports

-sg@
city.ojiya.niigata.jp

お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
推
奨
品

を
募
集
し
ま
す

第
3
回
西
脇
順
三
郎
賞

作
品
募
集

　

市
内
の
地
場
産
品
を
販
路
拡
大
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
な

ど
で
構
成
す
る
認
定
委
員
会
の
審
査

に
よ
り
推
奨
品
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

認
定
品
に
は
推
奨
品
シ
ー
ル
を
貼
り
、

優
れ
た
製
品
で
あ
る
こ
と
を
市
内
外

に
広
く
P
R
で
き
ま
す
。
ま
た
、
認

定
審
査
に
お
い
て
専
門
家
か
ら
無
料

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

■
申
請
条
件
／
市
内
で
事
業
を
営
む

個
人
ま
た
は
法
人
、
団
体

■
認
定
基
準
（
一
部
）

▽
市
内
で
生
産
・
製
造
・
加
工
の
い

ず
れ
か
を
行
っ
て
い
る
こ
と

▽
製
品
に
推
奨
品
シ
ー
ル
（
1
0
0

　

0
枚
で
8
0
0
円
）
を
貼
付
で
き

る
こ
と

■
認
定
期
間
／
2
年
間
有
効

■
申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
サ
ン
プ
ラ
ザ
窓
口
に
あ
る

ほ
か
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
締
切
／
7
月
12
日
㈮

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
逸
品
館（
サ

ン
プ
ラ
ザ
内
）
☎
83
・
4
8
0
0

　

西
脇
順
三
郎
の
功
績
を
広
く
顕
彰

す
る
と
と
も
に
、
現
代
の
詩
界
を
担

う
詩
人
を
た
た
え
、
次
代
を
創
る
新

人
の
発
掘
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

■
部
門

▽
詩
集
：
西
脇
順
三
郎
賞

▽
詩
篇
：
西
脇
順
三
郎
賞
新
人
賞

■
募
集
作
品

▽
詩
集
：
令
和
5
年
8
月
1
日
～
令

和
6
年
7
月
31
日
の
間
に
刊
行
さ

れ
た
現
代
詩
の
詩
集
（
表
紙
・
奥

付
の
あ
る
も
の
）

▽
詩
編
：
未
発
表
の
自
作
詩
作
品

■
募
集
期
間
／
8
月
1
日
㈭
～
10
月

31
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

■
賞
／
▽
西
脇
順
三
郎
賞
1
点
：
賞

状
、
副
賞
30
万
円
▽
西
脇
順
三
郎
賞

新
人
賞
1
点
：
賞
状
、
副
賞
3
万
円

▽
西
脇
順
三
郎
賞
新
人
賞
奨
励
賞
2

点
：
賞
状
、
副
賞
1
万
円

■
贈
呈
式
／
令
和
7
年
3
月（
予
定
）、

小
千
谷
市
内

■
そ
の
他

▽
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
右
記
の
賞
の
ほ
か
、
市
内
の
小
学

3
年
生
、
中
学
1
年
生
、
総
合
支

援
学
校
の
小
・
中
学
部
の
希
望
者

を
対
象
に
、
学
校
を
通
じ
て
作
品

を
募
集
し
「
西
脇
順
三
郎
賞
ふ
る

さ
と
賞
」
を
授
与
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
西
脇
順
三
郎
賞
実

行
委
員
会（
事
務
局
：
に
ぎ
わ
い
交
流

課
共
創
推
進
係
内
）☎
82
・
2
7
2
4

△詳細はこちら

△詳細はこちら

■
申
込
方
法
／
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
申
込
フ

ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。
留
意
事
項
な

ど
は
、
申
込
フ
ォ
ー

ム
内
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
。

■
配
布
日
／
最
も
見
頃
を
迎
え
る
8
月

中
旬
の
土
・
日
曜
日
の
2
日
間
を
目
安

に
配
布
し
ま
す
。
決
ま
り
次
第
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
7
月
9
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課
☎
83
・
3
5

1
0

　

重
点
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
（
山
本
山
魅
力
再
生

チ
ー
ム
）
で
は
、
山
本
山
ひ
ま
わ
り
畑
の
来
場
者
か
ら
、
市

内
の
飲
食
店
な
ど
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
飲
食
店
・
食
品
等
販
売
店
を

紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
、
ひ
ま
わ
り
畑
の
来
場

者
に
配
布
し
ま
す
。

山
本
山
ひ
ま
わ
り
畑
の

来
場
者
に
配
布
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る

飲
食
店
・
食
品
等
販
売
店
を

募
集
し
ま
す

掲載
無料

お知らせ



  

く
ら
し

土
地
開
発
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却
し
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す
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お知らせ

  
環
境

ネ
コ
に
よ
る
迷
惑
行
為
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

浄
化
槽
で
水
環
境
を
守
ろ
う
！

　

の
ら
ネ
コ
や
近
所
の

飼
い
ネ
コ
に
よ
る
、
フ

ン
尿
、
住
居
・
畑
へ
の

侵
入
に
困
っ
て
い
る
と

い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
の
ら
ネ
コ
に
無
責
任
に
エ
サ
を
与

え
る
と
…

▽
1
匹
の
ネ
コ
が
１
年
で
10
匹
以
上

出
産
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
周
辺
に
住
み
つ
き
、
フ
ン
害
な
ど

で
多
く
の
人
が
迷
惑
し
ま
す
。

▽
な
わ
ば
り
争
い
や
伝
染
病
で
ネ
コ

自
身
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

■
ネ
コ
を
飼
っ
て
い
る
方
は
…

▽
屋
外
で
フ
ン
尿
を
さ
せ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
飼
い
ネ
コ
と
わ
か
る
よ
う
に
首
輪

と
迷
子
札
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、
不
妊

　

・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
環
境
共
生
課
環
境

衛
生
係
☎
83
・
3
5
6
6

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
や
、
単

独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
転
換
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
浄
化
槽
／
浄
化
槽
整

備
区
域
（
公
共
下
水
道
区
域
・
農
業

集
落
排
水
区
域
以
外
）
の
一
般
住
宅

に
設
置
す
る
、
処
理
対
象
人
員
10
人

以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽

■
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

▽
合
併
処
理
浄
化
槽
本
体
の
設
置
費

（
便
器
、
排
水
管
、
電
気
な
ど
の
工

事
費
は
対
象
外
）

▽
単
独
浄
化
槽
の
撤
去
費
（
単
独
浄

化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
す

る
場
合
の
み
）

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
係
る
補

助
限
度
額

▽
5
人
槽
：
47
万
5
0
0
0
円

▽
6
人
槽
：
57
万
円

▽
7
人
槽
：
67
万
円

▽
8
人
槽
：
86
万
3
0
0
0
円

　

浄
化
槽
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
汚
水
を
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
き
れ
い
な
水
に
す
る
設
備
で
す
。

浄
化
槽
か
ら
出
る
水
を
き
れ
い
に
保

つ
た
め
、
次
の
3
点
が
浄
化
槽
法
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
定
期
的
な
保
守
点
検

②
汚
泥
の
引
き
抜
き
と
清
掃

③
年
１
回
の
法
定
検
査

■
保
守
点
検
と
清
掃
の
申
込

▽
㈲
糸
井
環
境
保
全
サ
ー
ビ
ス
☎
82

■
所
在
地
／
小
千
谷
市
大
字
薭
生
字

下
タ
干
野
丙
3
1
4
︲
3

■
土
地
の
概
要
／
▽
地
目
：
宅
地
▽

面
積
：
1
1
1
2
・
34
㎡
▽
用
途
地

域
：
第
1
種
住
居
地
域
（
一
部
、
第

　

・
2
4
9
2

▽
㈲
小
千
谷
清
掃
社
☎
82
・
6
1
8
1

▽
㈲
中
越
清
掃
社
☎
82
・
2
9
5
5

■
法
定
検
査
の
申
込

▽
右
記
の
保
守
点
検
業
者

▽
（
一
社
）
新
潟
県
環
境
衛
生
中
央

　

研
究
所
☎
46
・
7
1
5
1

■
問
い
合
わ
せ
／
長
岡
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部
環
境
課
☎
38
・
2

5
3
2

▽
10
人
槽
：
96
万
3
0
0
0
円

■
単
独
浄
化
槽
撤
去
に
係
る
補
助
限

度
額
／
9
万
円

■
問
い
合
わ
せ
／
環
境
共
生
課
環
境

衛
生
係
☎
83
・
3
5
6
6

「
お
ぢ
や
し
ご
と
未
来
塾
」

未
来
の
働
き
手
に

企
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か

　

市
内
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、

地
元
の
産
業
や
企
業
を
理
解
す
る
機

会
と
し
て
開
催
し
て
い
る
「
お
ぢ
や

し
ご
と
未
来
塾
」
に
出
展
す
る
企
業

・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
5
日
㈭
午
前
9
時
～

午
後
5
時

※
前
日
準
備
が
可
能
で
す
。

■
会
場
／
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ

■
参
加
資
格
／
市
内
に
本
社
ま
た
は

事
業
所
が
あ
る
企
業
・
団
体

※
出
展
希
望
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。

■
出
展
無
料

■
応
募
締
切
／
7
月
31
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
政
策
課
企
画

経
営
係
☎
83
・
3
5
0
7

　開庁時間以外にも受付窓口を開
設しています。開庁時間内での来
庁が難しい方はご利用ください。
■問い合わせ／市民生活課市民係
　☎83-3509

マイナンバーカード 
受付窓口開設中

▷詳細はこちら

一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
）

■
売
却
条
件
／
現
状
有
姿
に
よ
る
一

括
購
入

■
売
却
価
格
／
1
3
1
2
万
6
0
0

0
円
（
1
万
1
8
0
0
円
／
㎡
）

■
公
募
期
間
／
～
7
月
25
日
㈭

■
申
込
方
法
／
申
込
書
に
関
係
書
類

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
建
設
課
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

▽
応
募
要
領
な
ど
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い

ま
す
。
公
募
期
間
中
に
申
込
が
な

か
っ
た
場
合
は
先
着
順
と
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
長
岡
地
域

土
地
開
発
公
社
小
千
谷
事
業
所
（
事

務
局
：
建
設
課
都
市
整
備
室
内
）
☎

83
・
3
5
1
4

1,112.34㎡

防災公園

国
道

35
1号

信濃町

元中子

表
沢

川

1,112.34㎡

ローソン
小千谷元中子店

△売却土地（位置図） △詳細はこちら
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5
月
25
日　
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
か
ら
20
年
、
あ
の

と
き
・
い
ま
・
こ
れ
か
ら
の
小
千
谷
市
」

中
越
大
震
災
か
ら
20
年
を
目
前
に

5
月
28
日　
津
軽
三
味
線
演
奏
会

祝　
富
久
寿
大
学
開
講
55
周
年

5
月
26
日　
こ
み
ち
ウ
ォ
ー
ク

山
本
山
の
「
小こ

み
ち路

」
で
自
然
を
満
喫

6
月
2
日　
第
36
回
東
小
千
谷
健
康
ウ
ォ
ー
ク

雨
で
も
元
気
い
っ
ぱ
い

6
月
9
日　
ホ
リ
デ
ー
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
♯
4

に
ぎ
わ
う
本
町
商
店
街

5
月
20
日　
「
地
域
連
携
の
た
め
の
内
部
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
講
座
」
開
設
記
念
講
演
会

新
潟
大
学
と
連
携
し
た
健
康
づ
く
り

震
災
当
時
の
災
害
対
応
と
被
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
の
災
害
対
策
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
常
葉
大
学
名
誉
教
授
の
重
川

希
志
依
さ
ん
、
兵
庫
県
立
大
学
准

教
授
の
澤
田
雅
浩
さ
ん
、
宮
崎
市

長
が
登
壇
し
、
震
災
の
教
訓
を
も

と
に
市
民
と
行
政
が
主
体
的
に
一

歩
踏
み
出
す
重
要
性
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
し
た
。

高
齢
者
学
級
「
富
久
寿
大
学
」
の
開
講
55
周
年
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
、
日
本
民
俗
音
楽
芸
能
集
団
「
あ
べ
や
」
の
み
な

さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
の
民
謡
の
演
奏
や
「
安や

す

来ぎ
ぶ
し節

」
と
呼
ば
れ
る
ど
じ
ょ
う
す
く
い
踊
り
の
披
露
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
曲
の
間
に
は
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト
ー

ク
で
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

30
人
が
参
加
し
、
落
ち
葉
で
ふ

か
ふ
か
な
山
道
や
木
々
に
囲
ま

れ
た
緑
の
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、
山

本
山
周
辺
の
小
路
を
歩
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
野

花
を
観
察
し
た
り
山
菜
を
採
っ

た
り
し
な
が
ら
、
自
然
と
触
れ

合
っ
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
4
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
「
ポ
ケ
ふ
た
」
を
巡
り
な
が
ら

歩
く
コ
ー
ス
に
、
97
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
雨
が
降
り
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
家
族

や
友
人
と
話
を
し
な
が
ら
最
後
ま

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お

ぢ
や
を
中
心
に
本
町
商
店
街
内

の
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
食
料
品
や

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
な
ど
の
店

舗
が
市
内
外
か
ら
21
組
集
ま
り
、

2
3
0
0
人
を
超
え
る
来
場
者

で
、
本
町
商
店
街
は
活
気
あ
ふ

れ
る
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究

科
の
猪
又
孝
元
教
授
を
お
迎
え
し
、

「
心
臓
を
ま
も
る
、カ
ラ
ダ
を
ま
も
る

～
医
療
と
し
て
、
地
域
と
し
て
」
と

い
う
演
題
で
心
筋
梗
塞
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
同
大
学
院
の
小
幡
裕

明
特
任
准
教
授
か
ら
寄
附
講
座
の
概

要
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

P
フ ォ ト

hoto N
ニ ュ ー ス

ews イベントの記事は、市ホームページでも公開しています！
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は 

第
74
回
を
迎
え
ま
し
た

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り

替
え
た
場
合
の
薬
代
金
を
お
知

ら
せ
し
ま
す

　

こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安

心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。
地
域
に
根
ざ
し
、

広
く
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め

の
活
動
が
全
国
各
地

で
展
開
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
魚
沼
地
区

保
護
司
会
（
事
務
局
：
福
祉
課
内
）

☎
83
・
3
5
1
7

  

福
祉

　

現
在
使
用
し
て
い
る
薬
（
先
発
医

薬
品
）を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後

発
医
薬
品
）
へ
切
り
替
え
た
場
合
に
、

薬
代
金
の
負
担
額
が
減
る
方
へ
通
知

書
を
発
送
し
ま
す
。
切
り
替
え
の
参

考
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
通
知
書
は

個
人
宛
て
に
発
送

し
ま
す
。

■
対
象
／
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方

▽
12
歳
以
上
の
方

▽
令
和
6
年
4
月
に
処
方
さ
れ
た
薬

の
投
与
期
間
が
14
日
以
上
の
方

▽
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

　

え
た
際
の
薬
代
金
の
差
額
が
1
0

　

0
円
以
上
と
な
る
方

■
通
知
書
発
送
日
（
予
定
）
／
7
月

11
日
㈭

※
今
回
発
送
分
は
5
月
末
時
点
の
通

知
で
す
。
そ
れ
以
降
に
国
民
健
康

保
険
を
や
め
た
り
、
送
付
先
の
変

更
が
あ
っ
て
も
反
映
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
国
保

年
金
係
☎
83
・
3
5
1
6

  

健
康

  

相
談

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

　
「
夜
眠
れ
な
い
」「
や
る
気
が
出
な

い
」
な
ど
心
の
疲
れ
を
感
じ
て
い
る

方
、
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
方

な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

  
生
活
安
全

こ
の
夏
の
省
エ
ネ
対
策

　

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、
多

量
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い

ま
す
。
豊
か
な
自
然
を
未
来
へ
残
す

た
め
に
、
み
ん
な
で
省
エ
ネ
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

■
家
庭
で
で
き
る
取
組
例

▽
冷
房
時
の
室
温
は
28
℃
を
目
安
に

す
る
。

▽
す
だ
れ
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
で
窓

か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
る
。

▽
冷
蔵
庫
の
設
定

を
「
強
」
か
ら

「
中
」
に
変
え
、

扉
を
開
け
る
回

数
を
減
ら
す
。

▽
テ
レ
ビ
を
見
て
い
な
い
と
き
は
消

す
。
主
電
源
を
オ
フ
に
す
る
。

▽
使
用
し
て
い
な
い
電
化
製
品
は
、

プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

▽
電
化
製
品
を
買
い
換
え
る
と
き
は
、

省
エ
ネ
性
能
の
高
い
も
の
を
選
ぶ
。

■
日
時
／
7
月
24
日
㈬
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分

■
会
場
／
あ
す
え
～
る
第
1
相
談
室

■
相
談
無
料

※
た
だ
し
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他
／
家
族
か
ら
の
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
7
月
19
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
健
康
・
子

育
て
応
援
課
健
康
増
進
係
☎
83
・
3

6
4
0

ご利用ください！
NET119緊急通報システム

　音声による通報が困難な方が、スマートフォンなどを使っ
て全国どこからでも119番通報ができます。消防本部では、
小千谷市・長岡市川口地域に在住または在勤・在学の方の登
録を受け付けています。

○3つのメリット
❶全国どこからでも簡単な画面操作で緊急通報ができます。
❷GPS機能により通報者の場所が容易に特定できます。
❸文字による通報（チャット形式）ができます。

■利用できる人／聴覚や発話に障がいがある方、音声の聞き
取りが難しい方、音声での119番通報が困難な方など

■必要な機能／インターネット通信、メール、GPS
■登録方法／利用登録申請書を消防本部まで提出いただくか

ファクスでお申し込みください。申請書は消防本部にある
ほか、市ホームページからもダウンロードできます。

■登録無料※ただし、通信費がかかります。
■その他／通報があった場所の消防署から出動します。
■登録・問い合わせ／消防本部総務課通信指令係☎81-0119
　N82-0209

■
問
い
合
わ
せ
／
環
境
共
生
課
脱
炭

素
推
進
係
☎
83
・
3
5
6
6
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フレイル予防のための 
運動器科学講座が送る健康情報

　フレイルは社会全体の病です。老若男女全ての市民の健
康と幸せ無くして防げません。このコーナーでは、健康に
役立つ情報を幅広くお届けします。
■問い合わせ／健康・子育て応援課健康増進係☎83-3640

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

こ
い
こ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
お
ぢ
や

鈴
木
弘
巳
さ
ん

予
防
は
治
療
に
勝
る

　
「
老
化
は
足
か
ら
始
ま
る
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
さ
っ
そ
う
と
歩
く
姿
は
健
康
や
若
さ
の

象
徴
で
あ
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
病
気
予
防
や
心

身
活
性
化
に
効
果
的
で
す
。
ま

た
、
日
光
を
浴
び
る
こ
と
で
ビ

タ
ミ
ン
D
が
活
性
化
さ
れ
、
免

疫
力
が
向
上
し
ま
す
。

　
「
私
は
何
歩
く
ら
い
歩
け
ば
よ
い
の
で
す
か
？
」

と
よ
く
質
問
を
受
け
ま
す
が
、
決
ま
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
20
～
64
歳
ま
で
は
1

日
8
0
0
0
歩
を
、
65
歳
以
上
は
6
0
0
0
歩
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
や
身

体
の
状
態
に
合
わ
せ
た
歩
数
で
構
い
ま
せ
ん
。
漫

然
と
歩
く
の
で
は
な
く
、
早
歩
き
な
ど
中
強
度
の

負
荷
を
か
け
る
こ
と
で
、
病
気
の
予
防
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

東
京
都
健
康
長
寿
研
究
所
が
平
成
12
年
か
ら
継

続
的
に
行
っ
て
い
る
調
査
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

歩
数
の
目
安
と
し
て
参
考
に
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

▽
１
日
4
0
0
0
歩
、
う
ち
早
歩
き
5
分
：
う
つ

病
の
予
防

▽
１
日
5
0
0
0
歩
、
う
ち
早
歩
き
7
～
8
分
：

脳
卒
中
・
心
臓
病
・
認
知
症
・
要
介
護
の
予
防

▽
１
日
7
0
0
0
歩
、
う
ち
早
歩
き
15
分
：
動
脈

硬
化
や
一
部
の
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

▽
１
日
8
0
0
0
歩
、
う
ち
早
歩
き
20
分
：
糖
尿

病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
予
防

　

毎
日
、
た
だ
単
に
歩
く
だ
け
で
は
筋
肉
は
つ
き

ま
せ
ん
。
強
弱
を
つ
け
て
歩
く
、
階
段
の
上
り
下

り
な
ど
で
負
荷
を
か
け
な
い
と
筋
肉
は
増
え
な
い

こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

新
潟
県
は
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
歩
く
機
会
が
少

な
い
人
が
多
く
、
全
国
で
も

下
位
の
歩
数
で
す
。
県
の
健

康
づ
く
り
支
援
課
で
は
、
歩

行
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
次
の
よ
う
に

上
げ
て
い
ま
す
。

❶
歩
行
時
間
で
歩
数
を
覚
え
る

※
10
分
歩
く
と
約
1
0
0
0
歩
に
相
当
し
ま
す
。

❷
歩
く
と
き
は
大
股
で
か
か
と
か
ら
着
地
す
る

❸
い
つ
も
の
場
所
で
「
こ
こ
だ
け
は
歩
こ
う
」「
こ

　

こ
は
階
段
で
」
と
意
識
す
る

❹
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
な
る
べ

く
使
わ
ず
、
階
段
を
利
用
す
る

❺
車
を
使
わ
ず
に
行
け
る
距
離
は
、
歩
い
て
買
い

物
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

　

歩
行
習
慣
を
身
に
つ
け
て
健
康
の
維
持
・
病
気

の
予
防
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

む
し
歯
や
歯
周
病
は
歯
を
失
う
原
因
だ

け
で
な
く
、
全
身
の
病
気
に
関
係
し
ま
す
。

歯
と
お
口
の
健
康
を
守
り
、
お
い
し
く
楽

し
く
食
べ
る
た
め
に
も
、
定
期
的
な
歯
科

検
診
の
受
診
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど
を

使
っ
た
毎
日
の
セ
ル
フ
ケ
ア
が
大
切
で
す
。

年
に
1
回
は
歯
科
検
診
を
受
け
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

■
期
間
／
7
月
1
日
㈪
～
令
和
7
年
2
月
28
日
㈮

■
検
（
健
）
診
の
対
象

■
受
診
方
法
／
対
象
の
方
に
は
、
受
診
票
を

6
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
同
封
の
「
歯
科
検

（
健
）
診
実
施
医
療
機
関
一
覧
」
か
ら
希
望
す

る
歯
科
医
院
に
事
前
予
約
を
し
て
、
受
診
票

と
健
康
保
険
証
を
持
参
の
う
え
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

■
検
（
健
）
診
無
料

※
た
だ
し
、
治
療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
・
子
育
て
応
援
課
健
康
増
進
係
☎
83
・
3
6

4
0 歯

科
検（
健
）診

を
受
け
ま
し
ょ
う

検
（
健
）
診

対
象

成
人
歯
科
検
診

令
和
6
年
度
中
に
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70

歳
に
な
る
方
（
令
和
７
年
4
月
1
日
時
点
で

該
当
の
年
齢
の
方
）

後
期
高
齢
者
歯
科

健
診

令
和
6
年
度
中
に
76
歳
、
80
歳
に
な
る
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

※
た
だ
し
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

　
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
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検診 
日程

▷受診通知書が届いていない方で受診を希望する方、申込の取り消しをする方は、ご連絡
ください。詳細は市ホームページでご確認いただけます。

▷健（検）診の対象年齢は令和7年4月1日時点の年齢を基準としています。
▷市外へ転出した時点で小千谷市の健（検）診を受けられなくなります。
▷当日、体調が悪い場合は受診できません。ご家庭で必ず体温を測り体調を確認してくだ

さい。詳しくは受診通知書に同封されている体調に関する事項をご確認ください。
■申込・問い合わせ／健康・子育て応援課健康増進係☎83-3640

●胸部レントゲン検査・特定健康診査日程
対象地区・町内 月日 受付時間 会場
レディス健診1
回目（女性限定）7.3㈬

9:00～11:00
13:00～15:00 総合体育館

上ノ山・栄町・
城内・時水・山
谷・両新田・藪
川・平沢・若葉2・
3・坪野（下）

7.4㈭

7.5㈮

全市（日曜健診）7.7㈰ 9:00～11:00
13:00～14:00

サンラック
おぢや

○胸部レントゲン検査
■対象／40歳以上
■料金／200円※70歳以上の方は無料です。
○特定健康診査
■対象／16歳以上
※40歳～74歳の方は、加入している医療保険により受
　けられない場合があります。
■料金／1,000円
※小千谷市国民健康保険加入の40歳、50
　歳の方と、75歳以上の方は無料です。
※40歳～74歳で社会保険などの扶養にな
　っている方は、特定健診受診券に記載さ
　れている料金をお持ちください。追加で
　心電図検査を希望する場合は、別途料金
　1,215円が必要です。
○その他の健診日程
●レディス健診
▷日時：11月13日㈬
▷会場：総合体育館
▷申込締切：11月5日㈫
※申込人数によっては期限前に締め切ります。

○総合体育館での特定健康診査実施中は 
メインアリーナ、ランニングコースは 
ご利用いただけません。

●胃がん・大腸がん検診日程
対象地区・町内 月日 受付時間 会場

吉谷地区・真人北部・土川・山本・西中・上片貝・
若葉・坪野（下）・三仏生・千谷

7.23㈫

8:30～11:00 総合体育館
7.24㈬

7.25㈭

7.26㈮

■対象／40歳以上の方
■料金／▷胃がん検診：1,000円▷大腸がん検診：500円※いずれも70歳以上の方は無料です。

●子宮頸がん検診・乳がん検診日程
○40歳以上：同日実施
○20歳～39歳：子宮頸がん検診のみ
月日 受付時間 会場

5㈮・15㈷・
16㈫・23㈫・
29㈪を除く月
・火・金曜日

13:15～13:40
※子宮頸がん検診のみの
　場合は14:00～14:15
　です。

小千谷総合
病院健診セ
ンター

5㈮・16㈫
13:15～13:40
※乳がん検診のみ実施し
　ます。

7.28㈰ ▷9:00～11:00
▷13:00～15:00 あすえ～る

11.9㈯ 9:00～11:00
　2年に一度の検診です。住民検診調査などで既に
申込をされた方は、必ず個人通知が届いてから受診
してください。新規に申込を希望される方は、10月
以降の検診日でご案内します。
○子宮頸がん検診
■対象／20歳以上で、令和5年度に市の子宮頸がん
　検診を受けていない女性
■料金／1,000円
※70歳以上の方は無料です。
○乳がん検診（マンモグラフィ単独）
■対象／40歳以上で、令和5年度に市の乳がん検診
　を受けていない女性
※令和5年度に無料クーポン券を使用して受診した
　方は、令和6年度も申込できます。
■料金
▷40歳～49歳：1,400円
▷50歳～69歳：1,000円
※70歳以上の方は無料です。

休
日
検
診

7
月
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国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

令
和
6
年
度
納
税
（
入
）
通
知
書
を
7
月
12
日
㈮
に
発
送
し
ま
す

8
月
1
日
㈭
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く

保
険
証
を
順
次
発
送
し
ま
す

■
保
険
税
（
料
）
の
支
払
方
法

○
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
方
（
特
別
徴
収
）

　

通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
額
を
、
年
金

か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
原
則

　

年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

○
納
付
書
や
口
座
振
替
で
支
払
う
方
（
普
通
徴
収
）

　

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
金
融
機
関
ま
た
は
税
務
課
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
納
期
限
ま
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
（PayPay

請
求

書
払
い
、LIN

EPay

請
求
書
支
払
い
）
で
の
支
払
い
も
で

き
ま
す
。
口
座
振
替
の
手
続
き
が
お
済
み
の
方
は
、
毎
月

末
頃
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
通
知

書
に
同
封
の
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
保
険
税
（
料
）
の
軽
減
制
度

○
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

世
帯
の
所
得
に
応
じ
た
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請

は
不
要
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
、
会
社
都
合
な
ど
に
よ
る
離
職
者

　
（
65
歳
未
満
）
へ
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
介
護
保
険
料

　

所
得
に
応
じ
て
13
段
階
の
保
険
料
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
通
知
書
に
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
納
付
相
談

　

災
害
や
失
業
、
廃
業
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
税

（
料
）
の
支
払
い
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
保

険
税
（
料
）
の
支
払
い
猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
令
和
6
・
7
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

　
保
険
料
の
保
険
料
率
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

※
詳
し
く
は
、
納
入
通
知
書
に
同
封
の
文
書
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

■
令
和
6
～
8
年
度
の

　
介
護
保
険
料
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

第
1
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
基
準
額
は
、
年
額
6

万
6
0
0
0
円
（
月
額
5
5
0
0
円
）
で
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
所
得
段
階
別
保
険
料
は
、
9
段
階
か
ら
13
段
階
に

細
分
化
さ
れ
、
よ
り
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
納
入
通
知
書
に
同
封
の
文
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

お知らせ

■
国
民
健
康
保
険
証

▽
7
月
12
日
㈮
か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
。

▽
保
険
証
は
被
保
険
者
1
人
に
つ
き
1
枚
で
、
色
は
ベ
ー
ジ
ュ
色
で
す
。

▽
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
届
い
た
ら
台
紙
か
ら
は
が
し

て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
70
歳
～
74
歳
の
方
の
保
険
証
に
は
、
令
和
5
年
中
の
所
得
の
状
況
に

よ
り
判
定
し
た
医
療
費
一
部
負
担
金
の
割
合
（
2
割
ま
た
は
3
割
）

を
表
示
し
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
滞
っ
た
場
合
、
一
般
証
よ
り
有
効
期
間

の
短
い
「
短
期
保
険
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
災
害
そ
の
他
特

別
な
事
情
な
く
滞
納
が
続
い
た
場
合
、
一
般
証
・
短
期
保
険
証
の
返

還
を
求
め
、「
資
格
証
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

▽
7
月
11
日
㈭
か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
。

▽
75
歳
以
上
の
方
1
人
に
つ
き
1
枚
で
、

色
は
ピ
ン
ク
色
で
す
。

▽
保
険
証
に
は
、
令
和
5
年
中
の
所
得
の

状
況
に
よ
り
判
定
し
た
医
療
費
一
部
負

担
金
の
割
合
（
1
割
～
3
割
）
を
表
示

し
ま
す
。

※
有
効
期
限
が
切
れ
た
旧
保
険
証
は
、
市

民
生
活
課
窓
口
へ
返
却
い
た
だ
く
か
、

細
か
く
裁
断
し
た
う
え
で
燃
や
す
ご
み

と
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
市
民
税
係
☎
83
・
3
5
0
8

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
国
保
年
金
係
☎
83
・
3
5
1
6

変
更
前

変
更
後

均
等
割
額
4
万
4
0
0
円

4
万
4
2
0
0
円

所
得
割
額
7
・
84
%

8
・
61
%

※
所
得
が
一
定
条
件
以
下
の
場

　

合
は
、
令
和
6
年
度
の
み
7

　

・
98
％
と
な
り
ま
す
。



長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
2
0
2
4

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

入
校
生
募
集

国
際
交
流

ア
ウ
ト
ド
ア
・
パ
ー
テ
ィ
ー
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日
＝
日
時
・
期
日

場
＝
会
場
・
場
所

対
＝
対
象

内
＝
内
容

講
＝
講
師

定
＝
定
員 ミ

ニ
情
報

￥
＝
料
金
な
ど

持
＝
持
ち
物

他
＝
そ
の
他

申
＝
申
込

問
＝
問
い
合
わ
せ

各種相談日程
相談名 開催日 時間 会場 内容 申込 問い合わせ

出張年金相談 7.10㈬ 10:00～15:00 市民会館 各種請求書受付、加入記録
確認などに関する相談 ○

長岡年金事務所☎88-0006 
※自動音声案内後1→2を押して 
　ください

もの忘れ心配
相談室 7.18㈭ 10:00～12:00

13:30～15:00 市役所 もの忘れに関する相談、簡
単なもの忘れのテスト ○ 地域包括支援センター

☎83-0807

行政相談 7.  9㈫ 10:00～12:00 イオン小千谷店 行政サービスへの苦情、問
い合わせなどの相談 －

市民生活課市民係
☎83-3509

7.23㈫

市役所無料法律相談 7.17㈬ 13:30～16:30 弁護士による法律相談 ○

消費生活相談 月～金曜日   9:00～16:00 商品やサービス、契約に関
するトラブルや疑問 －

AAグループ
ミーティング 水・金曜日 19:30～21:00

サンラックおぢや

アルコール問題の解決に向
け、断酒を継続する場 － 健康・子育て応援課健康増進

係☎83-3640
シルバー人材
センター 
入会説明会

7.17㈬ 10:00～11:45 センターの概要と入会手続
きの説明 － シルバー人材センター

☎82-6550

ひきこもる人の 
家族のつどい 7.21㈰ 13:30～15:30 荻野代表宅（東栄1-

5-6）P：東栄会館
ひきこもりの方の家族の相
談や交流の場 
▷参加費：1回300円

－ 健康・子育て応援課健康増進
係☎83-3640

起業相談会 7.19㈮ 13:00～20:00 テレワークステー
ションおぢや

事業計画や融資など起業に
関する相談 ○ 商工振興課地域産業係 

☎83-3556

オレンジ
カフェ

7.  7㈰13:00～15:00：元中子公会堂☎82-0880（健康倶楽部中子の森）
7.  9㈫13:00～15:00：地域のお茶の間城内☎81-4010
7.18㈭14:00～15:00：片貝総合センター☎83-1786（特養おぢやさくら）
7.27㈯14:00～15:00：モス・コーラデイホーム（桜町）☎86-7072

認知症の方や家族などの交流
と相談ができる場
▷参加費：1回100円
▷事前にお問い合わせください。

お知らせ

小
千
谷
歌
謡
会
発
表
会

日
8
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
場
長
岡
工

業
高
等
専
門
学
校
（
長
岡
市
西
片
貝

町
8
8
8
）
対
中
学
生
と
保
護
者
内

体
験
学
習
、
校
内
・
寮
見
学
な
ど
申

7
月
9
日
㈫
正
午
～
12
日
㈮
午
後
1

時
に
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込

（
先
着
順
）
※
詳
細
は
同
校
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
長
岡
工

業
高
等
専
門
学
校

総
務
課
☎
34
・
9

3
1
7

　

市
民
と
市
内
外
に
在
住
の
外
国
人

と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い

ま
す
。

日
7
月
15
日
㈷
正
午

～
午
後
２
時
場
白
山

運
動
公
園
東
屋
広
場

￥
1
0
0
0
円
（
▽

小
学
生
：
5
0
0
円

▽
乳
幼
児
：
無
料
）

他
▽
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
提
供
は
あ
り

ま
せ
ん
。
▽
当
日
参
加
も
可
能
で
す

が
、
で
き
る
だ
け
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
・
問
小
千
谷
国
際

交
流
の
会
（
担
当
：
西
脇
フ
サ
子
）

☎
82
・
3
0
0
2

○
介
護
員
養
成
科
2
期

　
7
月
入
校

日
7
月
30
日
㈫
～
9
月
27
日
㈮
午
前

9
時
～
午
後
3
時
50
分
（
科
目
に
よ

り
変
更
あ
り
）
場
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ

ク
ス
ク
ー
ル
（
南
魚
沼
市
西
泉
田
48

︲
1
）
対
介
護
に
必
要
な
知
識
・
技

能
を
習
得
し
、
福
祉
や
介
護
分
野
へ

の
就
職
を
希
望
す
る
人
定
10
人
￥
無

料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自

己
負
担
あ
り
）
申
7
月
5
日
㈮
ま
で

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
ぢ
や
問
県
立
魚

沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
☎
0
2
5
・
7

9
4
・
2
4
1
0

　

第
35
回
社
会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

歌
謡
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
7
月
7
日
㈰
午
後
2
時
～
（
開
場

：
午
後
1
時
）
場
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
￥
無
料
問
小
千
谷
歌
謡
会
（
会
長

：
小
島
）
☎
82
・
1
4
8
7

自衛官募集
■募集種目・受験資格・受付期間
募集種目 受験資格 受付期間
自衛官候補生 18歳以上

33歳未満
の方

随時

一般曹候補生 7月1日㈪
～ 9月3日㈫

航空学生
（海上自衛隊）

18歳以上
23歳未満
の方 7月1日㈪

～ 9月5日㈭航空学生
（航空自衛隊）

18歳以上
24歳未満
の方

※試験日、試験科目などに
ついてはお問い合わせく
ださい。

■問い合わせ／自衛隊新潟
　地方協力本部長岡出張所
　（長岡地方合同庁舎1階）
　☎33-0256〶940-0082
　長岡市千歳1-3-88

△申込はこちら



8月期　市営・県営住宅入居者募集

建設課建築住宅係☎83-3514

■入居可能日／8月1日㈭
■申込／7月12日㈮までに、申込書を建設課へ提出し

てください。申込書は建設課にあります。
■入居条件／条件の詳細はお問い合わせください。
■その他／入居申込の前にあらかじめご相談ください。

その際、源泉徴収票など世帯の所得がわかる書類を
ご持参ください。所得により家賃の減免があります。

●市営住宅：小千谷市が運営する公営住宅です。

住宅名・所在地 戸数 家賃月額 概要

市営栄町団地住宅 
3号棟（栄町） 1 17,200

～33,700円 4階建・3LDK

市営千谷川のぞみ 
団地住宅（千谷川3） 1 19,500

～38,300円 4階建・1LDK

●特定公共賃貸住宅：ファミリーに最適なお部屋で、
市外にお住まいの方もお申し込みいただけます。

住宅名・所在地 戸数 家賃月額 概要

市営日吉団地住宅 
（日吉2） 2 46,000円 3階建・3LDK

●県営住宅：新潟県が運営する公営住宅です。

住宅名・所在地 戸数 家賃月額 概要

県営千谷川住宅
（千谷川1丁目） 1 15,600

～30,800円 3階建・2DK

︱　26︱　26

　ご結婚・ご誕生おめでとうございます！
幸せな新生活と健やかに育つおぢやっ子を
お祝いします。
※保護者のお名前などは、届出のとおりに

掲載しています。

 （5月届出分）

☆ご誕生
樂
が く

さん　　　（大渕貴之さん：土川2）
衣

え な

那さん　　（姉﨑陸さん：千谷）
乙
お と ね

寧さん　　（桜沢友雅さん：若葉2）
唯
ゆ い と

斗さん　　（渡辺二喜さん：旭町）
咲

え み

実さん　　（酒井遥さん：高畑）
成
た い ら

羅さん　　（新保克也さん：東栄1）
星
せ い な

奈さん　　（佐藤寛也さん：桜町（中））
瑛
え い じ

慈さん　　（藤巻勇樹さん：本村）
春
は る と

翔さん　　（渡邉俊樹さん：千谷）
あんるさん　（瀬沼優稀さん：上ノ山5）
琉

る あ

愛さん　　（渡辺直浩さん：桜町（上））

☆ご結婚
髙橋徹郎さん （稲荷町）
田中優子さん （魚沼市）♥

■問い合わせ／市民生活課
　市民係☎83-3509

小千谷の高校を 
のぞいてみよう❻

○
月
×
日

▼▶小千谷高等学校　体育祭の様子

　6月6日に開催された市内高校の体育祭の様子を写真でご紹介します。
■問い合わせ／企画政策課秘書広報係☎83-3507

▼小千谷西高等学校　体育祭の様子 ▲▼各団の趣向を凝らした応援パフォーマンスは高校の体育祭の見どころです！



今月の キッズフォト 今月の「＃おぢフォト」
　「#おぢフォト」を付けてInstagramに投稿された
画像の中から1枚を紹介します。

▷投稿者：kokemaru0621さん
▷撮影場所：横渡バス停付近
▷田んぼに映る上越線

↑小千谷市広報 
　Instagramを 
　チェック！

細金　礼
れい

ちゃん（2歳11か月）
△ホリデーポップアップショップ#4にて

＜作り方＞
①干ししいたけを水で戻す。
②しいたけは半分に切って細切り、人参とじゃがいも
　はいちょう切り、きゅうりは半月切り、ちくわは輪
　切りにする。ごぼうは斜め切りにし、水にさらす。

こんにゃくは短冊切りにして下ゆでする。いんげん
は1.5㎝幅に切ってゆでておく。厚揚げは一口大に切

　り、熱湯をくぐらせて油を抜く。
③鍋にだし、しいたけ、人参、ごぼう、こんにゃくを

入れて煮る。人参とごぼうに火が通ったら、じゃが
いもとちくわを入れる。

④じゃがいもに火が通ってきたら、A、きゅうり、厚
揚げを入れる。きゅうりの色がかわったら、水溶き
片栗粉でとろみをつける。仕上げに②でゆでておい
たいんげんを入れる。

＜調理＞小千谷市食生活改善推進委員

＜問い合わせ＞
健康・子育て応援課健康増進係☎83-3640

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー：91kcal
▷たんぱく質：5.0g
▷脂質： 2.7g

▷炭水化物：11.4g
▷食塩相当量：1.0g

干ししいたけ   1枚
人参   40g
じゃがいも   120g
きゅうり   1本
ちくわ   2本
ごぼう   20g
こんにゃく   60g
いんげん   20g

＜材料＞（4～5人分）

27　︱　広報おぢや7月号

作ってみてね！ 
この料理

　のっぺい汁は新潟の郷土料理のひとつです。し
ょうゆベースのシンプルな味付けなので、相性の
良い食材が多く、地域や家庭によって使用する食
材はさまざまです。今回は夏野菜のじゃがいも・
きゅうり・いんげんを使いました。温かくても冷
たくてもおいしくいただけるので、多めに作って
作り置きにもおすすめです。
　近年、食の多様化や核家族世帯の増加などで、
郷土料理を調理する機会や食べる機会が減少して
います。家庭の味として、お子さん・お孫さんな
ど次世代へ伝えていただけるとうれしいです。

厚揚げ   80g
だし（しいたけの戻し汁を含む）
   600㎖
　　しょうゆ   小さじ2
　　酒   小さじ2
　　みりん   小さじ1
　　塩   ひとつまみ
片栗粉   小さじ1
｛A

新潟の郷土料理

～夏ののっぺい汁～



あなたの写真で市の魅力をPRしませんか
市民カメラマン募集中！
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広報クイズ & 感想

■応募方法／郵便番号、住所、氏名と①クイズの答え、②広
報誌へのご意見・ご感想を必ず記入してご応募ください。

■応募先／〶947-8501　企画政策課秘書広報
　係（住所は記載不要）Qplan-kh@city.ojiya.
　niigata.jpN83-2789、専用フォーム（右の
　二次元コード）
■応募締切／7月12日㈮（はがきの場合は、当日消印有効）
■当選発表／発送をもってかえさせていただきます。

　　　　　  令和6年6月現在、小千谷市で活動している 
　　　　　  地域おこし協力隊は何人でしょう？

① 3人　　② 4人　　③ 5人

6月号のクイズの答えは、③ みんなの一歩で でした。

問  題

まちのうごき 
（5月末現在）

世帯数（　）内は前月比

世帯数 13,014世帯 
（＋ 8世帯）

人口（　）内は前月比
男 16,205人（－ 24人）
女 16,658人（－ 17人）

合計 32,863人（－ 41人）

異動（5月届出分）

出生 14人 転入 44人

死亡 48人 転出 51人

編集室 
だより

正解者の中から抽選でプレゼント引換券をお送りします

蕎麦割烹　まるいち 
真人町乙794-1☎86-3037
プレゼントを提供いただけるお店を募集していま
す。詳細は企画政策課☎83-3507まで。

夏のイベントが続々と発表になりました。ブルーインパルスの展示飛行やホントカ。のグランドオー
プンもあり、例年以上に大きなイベントが盛りだくさんで、取材が今からとっても楽しみです。さ

有
料
広
告
掲
載
欄
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本
紙
掲
載
の
広
告
に
つ
い
て
は
小
千
谷
市
が
保
証
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推
奨
な
ど
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広告募集中
広報おぢや・市ホームページでは広告を募集して
います。広報おぢやの広告掲載料は、この大きさ
（縦45.5㎜×横82㎜）で1枠1回20,000円です。
詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ／企画政策課秘書広報係☎83-3507

おぢや山本山高原 
ブルーベリー園

お問い合せ先
TEL 090-4923-6021

つみ取り開園日 
土・日・月曜日／9:30～（山本山山頂）

小千谷市平沢2-23-19　TEL 0258-82-1134

常設展示場  さくらの家

BELS認定（ZEH水準）省エネ住宅

『自然素材・木の住まい』

オープン１周年記念
手造り木の小物プレゼント ！

会場はこちら↓

７／６（土）７（日）
   AM9：30 ～ PM17：00

一級建築士事務所

今月のプレゼント（6人） 

『へぎそば 乾麺』
法人設立50年の感謝を込めて☆

「失敗しない乾麺のゆで方」YouTubeで動画公開中！

　市内のイベントを取材し、広報おぢやや市ホームページなどに掲載する写真を撮影する
「小千谷市市民カメラマン」を募集しています。
　写真撮影が好きな方、市の魅力を一緒に発見・発信していただ
ける方のご応募をお待ちしています。
■問い合わせ／企画政策課秘書広報係☎83-3507

応募締切
7月5日金

必着

◀応募方法などの詳細は
　市ホームページをご覧ください。


